
『
捜
神
記
』
の
中
の
ど
う
ぶ
つ

―
「
リ
ュ
ウ
」
と
「
ヘ
ビ
」
の
表
象

―

矢　
　

野　
　

光　
　

治

一
　
は
じ
め
に

　
『
捜
神
記
』
の
著
者・

書
誌・
執
筆
の
動
機
な
ど
の
基
本
的
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
書
い
た
も
の
が
あ
る（
１
）。『
捜
神
記
』
は
、

現
今
で
は
一
応
、
二
十
巻
本
が
干
宝
の
原
著
を
補
う
よ
う
に
し
て
再
編
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
二
十
巻

本
各
巻
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

巻
一　
　
　
　

神
仙
に
関
す
る
説
話

巻
二　
　
　
　

方
士
に
関
す
る
説
話

巻
三　
　
　
　

占
卜・

医
術
の
名
人
に
関
す
る
説
話

巻
四　
　
　
　

風
神・

雨
神・

水
神
に
関
す
る
説
話

巻
五　
　
　
　

土
地
神・

祠
に
関
す
る
説
話

巻
六・

巻
七　

凶
兆
の
話
（
五
行
説
に
よ
る
解
釈
）
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巻
八　
　
　
　

天
子
が
天
命
を
受
け
る
前
兆
の
伝
説

巻
九　
　
　
　

吉
兆・

凶
兆
に
関
す
る
説
話

巻
十　
　
　
　

夢
兆
の
説
話

巻
十
一　
　
　

孝
子・

烈
女
に
関
す
る
説
話

巻
十
二　
　
　

異
物・

妖
怪
に
関
す
る
説
話

巻
十
三　
　
　

山
川・

水
陸
お
よ
び
動
植
物
の
怪
異
に
関
す
る
説
話

巻
十
四　
　
　

異
婚・
異
産
、
そ
の
他
動
物
と
人
間
と
の
交
渉
に
関
す
る
説
話

巻
十
五　
　
　

再
生
に
関
す
る
説
話

巻
十
六・

巻
十
七　

幽
鬼
に
関
す
る
説
話

巻
十
八・

巻
十
九　

妖
怪
に
関
す
る
説
話

巻
二
十　
　
　

動
物
の
報
恩・

復
仇
に
関
す
る
説
話

　
　
（『
捜
神
記
』　

平
凡
社
）

　
「
説
話
」
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
な
か
で
も
多
く
の
動
物
が
人
間
と
係
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
登
場
し
て
く
る
。
出
現
頻
度
の
比

較
的
多
い
も
の
か
ら
並
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

獣
類
で
は
、「
馬・

牛・

水
牛・

ロ
バ
」
合
わ
せ
て
八
十
話
弱
、「
龍・
蛇・

ま
む
し
」
で
計
五
十
六
話
、「
狐・

（
狸
）」
で
計
二
十
六

話
、
単
独
で
は
、「
犬
」
三
十
二
話
、「
羊
」
十
六
話
、「
豚
」・

「
虎
」
が
そ
れ
ぞ
れ
十
五
話
が
あ
る
。
鳥
類
で
は
、
単
独
で
「
燕
」
が
七

話
、「
烏
」
が
六
話
、「
雀・

黄
雀
」
で
計
六
話
、「
鵝
鳥
」
四
話
、「
ト
ン
ビ・
鶴・
雉
」
が
そ
れ
ぞ
れ
三
話
ず
つ
登
場
す
る
。
水
中
動
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物
で
は
、「
亀・

す
っ
ぽ
ん・

海
亀
」
合
わ
せ
て
十
三
話
、
単
独
で
は
、「
鯉
」
九
話
、「
カ
ニ
」
二
話
が
あ
る
。
ま
た
類
別
を
特
定
し
な

い
で
「
魚・

鳥・

虫
」
類
が
出
て
く
る
説
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
数
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、「
龍・

蛇
」
の
説
話
を
読
み
解
き
な
が
ら
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
　
龍
の
起
源
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
中
国
に
お
け
る
龍
の
起
源
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
学
説
に
触
れ
て
お
く
。
諸
説
が
あ
っ
て
単
純
に
ま
と
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
説
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
龍
の
起
源
に
蛇
が
大
き
く
係
わ
る
と
す
る
説
】

　
『
図
説・

龍
の
歴
史
大
事
典
』（
遊
子
館
）

　

人
々
が
恐
れ
る
自
然
災
害
を
龍
に
見
立
て
た
と
す
る
。
イ
ン
ド
か
ら
の
大
蛇
崇
拝
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
龍
と
、
中
国
に
あ
っ

た
龍
思
想
と
が
混
合
し
て
、
蛇
の
胴
体
を
も
つ
（
蛇
を
主
と
す
る
）
龍
が
形
づ
く
ら
れ
た
と
の
見
解
を
示
す
。
ま
た
、
蛇
は
そ
の

土
地
（
中
国
）
で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
生
物
で
あ
り
、
想
像
さ
れ
た
自
然
現
象
へ
の
神
秘
感
と
結
び
つ
い
て
、
蛇
の
形
を
し
た
龍
と

い
う
形
態
が
形
成
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　
『
中
国
神
話
』（
平
凡
社
）

　

龍
は
様
々
な
ト
ー
テ
ム
の
融
合
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
基
調
は
蛇
で
あ
る
と
す
る
。
形
態
上
か
ら
蛇
と
龍
は
同
一
の
存
在

に
近
い
と
の
主
張
で
あ
る（
２
）。
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『
中
国
古
代
文
化
史
』（
研
文
社
）

　

鯀・

禹
が
擬
人
化
さ
れ
る
以
前
は
、
も
と
が
そ
れ
ぞ
れ
動
物
の
亀
と
龍
そ
の
も
の
で
描
か
れ
て
い
た
と
す
る
。
龍
に
つ
い
て
は
、

両
生
類
の
鯢
さ
ん
し
ょ
う
う
お
魚
が
そ
の
起
源
で
は
な
い
か
と
す
る
。
鯢
魚
の
よ
う
な
有
尾
目
は
、
容
易
に
爬
虫
類
の
蛇・

蜥
蜴
な
ど
と
比
類
し

融
合
さ
れ
る
と
推
測
す
る
。

　
『
龍
の
起
源
』（
紀
伊
国
屋
書
店
）

　

蛇
信
仰
の
歴
史
を
中
心
に
論
を
展
開
し
て
、
蛇
が
龍
に
な
っ
て
い
っ
た
と
す
る
説
を
と
く
。
天
水
と
湧
水
に
依
存
し
た
新
石
器

時
代
の
農
耕
文
化
の
中
で
蛇
信
仰
が
生
ま
れ
た
の
に
対
し
て
、
龍
の
観
念
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地
方
と
同
様
に
、
青
銅
器
時
代
の

灌
漑
農
業
の
中
で
誕
生
し
、
そ
れ
を
大
規
模
に
遂
行
し
た
強
大
な
政
治
権
力
の
所
産
で
あ
っ
た
と
も
す
る
。

　

龍
を
、
巨
大
性
、
角
と
足
の
具
有
（
甲
骨
文
の
尾
を
巻
い
た
蛇
の
胴
体
に
角
を
つ
け
た
象
形
文
字
）、
異
種
生
物
の
混
成
、
多
頭

と
い
っ
た
形
態
面
か
ら
と
、
呪
的・
霊
的
能
力
の
面
か
ら
捉
え
、
そ
の
う
え
で
龍
の
起
源
を
、
政
治
化
さ
れ
た
蛇
で
あ
る
と
定
義

づ
け
る
。

　
『
ア
ジ
ア
の
龍
蛇
―
造
形
と
象
徴
―
』（
雄
山
閣
）

　

一
三
人
の
共
著
か
ら
な
る
。

「
蛇
と
龍
―
土
着
の
思
想
と
舶
来
の
造
形
」（
金
子
量
重
）

　

北
中
国
で
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
た
猛
獣
は
虎
で
、
蛇
に
鋭
い
爪
を
も
つ
虎
の
足
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、
龍
と
い
う
架

空
の
聖
獣
作
り
の
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
と
す
る
。
虎
を
恐
怖
に
感
ず
る
地
域
に
、
は
る
か
な
る
華
南
の
地
に
生
息
す
る
蛇
を
水

の
神
と
仰
ぐ
伝
承
や
盛
大
な
祭
り
の
情
報
を
得
て
、
龍
へ
の
発
想
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
。
南
方
の
豊
穣
祈
願
の
風
習
と
の
係

わ
り
が
大
き
い
と
す
る
。
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「
龍
と
ナ
ー
ガ
と
蛇
」（
山
本
達
郎
）

　

イ
ン
ド
系
の
ナ
ー
ガ
と
中
国
の
龍
を
結
び
付
け
て
考
え
る
。
両
者
の
共
通
点
と
し
て
、
水
と
密
接
で
あ
り
、
雨
に
も
関
係
し

て
い
る
。
さ
ら
に
農
耕
に
も
関
係
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
超
自
然
的
な
霊
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
形
態
は
長
い
蛇
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。
ま
た
権
威・

権
力
と
の
繋
が
り
も
共
通
す
る
と
し
て
い
る
。

「
太
陽
信
仰
と
龍
」（
萩
原
秀
三
郎
）

　

長
江
流
域
（
南
の
地
域
）
の
話
が
主
で
あ
る
。
太
陽
の
信
仰
と
農
耕
（
水・

蛇
）
と
の
係
わ
り
の
面
か
ら
説
明
す
る
。

「
広
西
壮・

侗
語
諸
族
に
お
け
る
龍
蛇
観
念
の
研
究
」（
覃
聖
敏
（
チ
ワ
ン
族
）　

百
田
弥
栄
子・

訳
）

　

自
然
現
象
に
し
ろ
動
物
に
し
ろ
、
単
一
の
も
の
か
ら
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
複
合
さ
れ
て
生
ま
れ
き
た
と
す
る
。
聞
一
多

の
説
も
、「
蛇
が
基
調
だ
が
、
複
合
さ
れ
た
も
の
だ
」
と
主
張
を
し
た
も
の
だ
と
説
明
す
る
。

　

百
田
氏
の
「
ブ
タ
の
口
と
蛇
の
胴
体
」
を
龍
と
は
見
な
さ
な
い
と
の
説（
３
）に

賛
同
す
る
。
こ
の
著
者
自
身
の
立
場
は
、
鰐
（
南

方
地
域
）
に
起
源
を
求
め
、
そ
し
て
、
龍
（
鰐
）
を
崇
拝
す
る
民
族
集
団
と
蛇
を
崇
拝
す
る
民
族
集
団
が
融
合
（
龍
の
ト
ー
テ

ム
集
団
が
蛇
の
ト
ー
テ
ム
集
団
に
勝
利
し
た
）
し
た
と
す
る
。

「
龍
と
蛇
―
古
代
中
国
の
場
合
―
」（
量
博
満
）

　

文
字
（
卜
辞
）
か
ら
龍
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
用
例
や
字
素
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
龍
と
し
て
最
も
大
事
な
表
現
は
角

だ
と
す
る
。
主
に
雨
に
関
す
る
こ
と
や
、
殷
王
朝
と
の
係
わ
り
を
深
く
考
察
す
る
。
龍
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
蛇
や
魚
を
挙

げ
る
。
ま
た
、「
当
初
神
秘
的
な
動
物
と
し
て
の
鳳
と
龍
で
あ
っ
た
も
の
が
、
時
代
が
下
っ
た
楚
の
世
界
で
は
、
そ
れ
ら
が
現
実

の
動
物
に
置
き
換
え
ら
れ
て
、
鳥
と
蛇
に
な
っ
た
の
だ
と
述
べ
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
龍
が
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
に

由
来
す
る
と
い
う
よ
り
、
龍
の
蛇
化
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
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【
蛇
を
起
源
と
し
な
い
説
】

「
華
麗
に
成
熟
し
た
龍
」『
ア
ジ
ア
の
龍
蛇
―
造
形
と
象
徴
―
』（（
百
田
弥
栄
子
）

　

伝
承
の
視
点
か
ら
龍
に
つ
い
て
説
明
を
試
み
る
。
蛇
と
龍
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
蛇
が
主
人
公
、
準
主
人
公
と
な
る
伝
承
は
蛇

婿
譚
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
シ
ン
デ
レ
ラ
型
と
結
び
つ
く
、
龍
と
は
関
係
の
な
い
物
語
と
な
る
。
蛇
が
龍
に
変
化
し
て
い
く
過
程
を
語

る
伝
承
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
龍
と
蛇
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
世
界
を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
説
明
す
る
。

　

伝
承
世
界
の
中
で
は
、
龍
は
ム
カ
デ
に
弱
く
、
ム
カ
デ
は
オ
ン
ド
リ
に
弱
い
と
い
う
力
関
係
を
見
つ
け
、
該
当
す
る
伝
承
を
参

照
す
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、「
ム
カ
デ
は
、
ニ
ワ
ト
リ
に
劣
る
と
は
い
え
、
や
は
り
、
龍
を
し
て
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
願
わ

せ
る
資
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
と
し
た
ら
、
龍
の
長
く
自
在
に
動
く
体
は
ム
カ
デ
の
そ
れ
を
借
り
た
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ム
カ
デ
の
、
た
く
さ
ん
の
環
節
で
自
在
に
動
く
長
く
し
な
や
か
な
体
に
、
ム
カ
デ
の
ヒ
ゲ
、
オ
ン
ド
リ
の
顔
、
手
足
、

翼
、
そ
れ
に
角
の
造
形
を
つ
け
て
、
龍
は
造
形
さ
れ
た
、
と
伝
承
は
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
す
る
と
、
龍
の
玉
、
龍
珠
は
ニ
ワ
ト

リ
の
卵
、
鶏
卵
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
創
造
さ
れ
た
、
と
思
う
の
が
自
然
の
よ
う
で
あ
る
」
と
、
形
態
の
成
り
立
ち
と
玉
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

　

ま
た
、「
オ
ン
ド
リ
と
い
う
雷
神
が
い
て
、
ム
カ
デ
と
い
う
山
神
が
い
れ
ば
、
次
に
は
水
の
神
が
期
待
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ず
、

そ
の
結
果
、
水
の
神
を
象
徴
す
る
龍
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
創
造
さ
れ
る
必
然
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
龍
の
登
場
も
、
き
っ
と
祖
先

の
深
い
知
恵
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
な
ど
の
考
え
も
展
開
す
る
。

『
神
々
の
起
源
―
中
国
遠
古
神
話
と
歴
史
―
』（
樹
花
舎
）

　

龍
や
鳳
は
、
自
然
現
象
が
生
命
化
さ
れ
、
擬
人
化
さ
れ
た
後
に
生
ま
れ
た
神
話
の
ア
イ
デ
ア
だ
と
す
る
。
紅
山
文
化
の
石
器
か
ら

出
土
さ
れ
た
石
器
が
龍
の
実
体
で
あ
る
と
し
て
、
蛇
で
あ
る
説
を
否
定
す
る
。
龍
に
関
し
て
は
雲
が
、
さ
ら
に
は
、
雲
と
雨
の
と
の
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機
能
的
な
関
係
（
雲
は
雨
を
生
み
出
す
）
が
龍
を
生
み
出
す
ア
イ
デ
ア
の
基
礎
と
な
り
、
雲
神
の
生
命
化
が
龍
で
あ
る
と
す
る
。

『
龍
の
文
明・

太
陽
の
文
明
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）・

「
紅
龍
か
ら
青
龍
へ
―
融
合
と
循
環
の
思
想
」『
龍
の
文
明
史
』（
八
坂
書
房
）

　

龍
は
北
の
文
化
で
あ
っ
て
、
蛇
と
合
わ
さ
る
の
は
、
そ
の
後
大
き
な
気
候
変
動
が
あ
り
、
民
族
が
南
下
し
て
き
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
と
す
る
。
龍
の
原
型
に
な
る
動
物
は
、
森
や
川
に
住
む
鯉・

馬・

猪・

鹿
の
類
だ
と
す
る（
４
）。

『
龍
と
人
の
文
化
史
百
科
』（
社
原
書
房
）

　

起
源
に
つ
い
て
明
確
に
は
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
中
国
古
代
に
は
、
北
の
龍
と
南
の
鳳
と
の
二
大
ト
ー
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た

と
す
る
。
ま
た
龍
は
、
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ガ
や
ド
ラ
ゴ
ン
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

中
国
の
龍
の
起
源
を
巡
っ
て
は
、
蛇
を
基
調
と
す
る
説
と
、
そ
れ
以
外
の
動
物
を
基
調
と
す
る
も
の
と
に
大
別
で
き
る
。
し
か
し
、

全
て
の
説
に
お
い
て
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
は
龍
が
一
つ
の
動
物
（
物
）
か
ら
で
き
あ
が
っ
た
存
在
で
は
な
く
、
様
々
な
要
素

が
混
じ
っ
て
完
成
し
た
空
想
の
生
物
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
龍
の
起
源
を
説
明
す
る
と
き
に
は
、
主
に
機
能
の
面
か
ら
説
明

す
る
も
の
と
、
形
態
の
面
か
ら
説
明
す
る
も
の
が
あ
る
。
起
源
を
蛇
と
す
る
説
は
、
そ
の
形
態
の
面
か
ら
見
て
い
る
も
の
が
多
い
。

三
　『
捜
神
記
』
に
お
け
る
「
リ
ュ
ウ
」
と
「
ヘ
ビ
」

三
―
一
　「
ヘ
ビ
」

１　
【
巻
二
】　

に
せ
の
化
物
を
退
治
し
た
話
（
32
）・

寿
光
侯
劾
鬼

記
事
：	

寿
光
侯
は
、
後
漢
の
章
帝
の
頃
（
七
六
～
八
八
年
在
位
）
の
人
で
、
化
物
を
退
治
し
、
そ
れ
を
自
分
に
縛
り
つ
け
る
こ

53

『捜神記』の中のどうぶつ



と
に
よ
っ
て
そ
の
正
体
を
暴
く
術
を
体
得
し
て
い
た
。
あ
る
村
の
婦
人
が
、
化
物
に
取
り
つ
か
れ
て
病
気
に
な
っ
て
い

た
。
侯
は
、
そ
の
婦
人
の
た
め
に
化
物
を
退
治
し
た
と
こ
ろ
、
数
丈
の
大
蛇
が
門
の
外
で
死
ん
で
お
り
、
婦
人
の
病
気

も
治
っ
た
。
ま
た
樹
の
精
が
住
む
と
い
う
大
き
な
樹
が
あ
り
、
そ
の
樹
の
下
に
止
ま
る
者
は
死
に
、
上
を
過
ぎ
る
鳥
は

落
ち
た
。
依
頼
さ
れ
た
侯
は
、
樹
の
精
を
退
治
し
た
。
す
る
と
樹
は
枯
れ
落
ち
、
長
さ
七・

八
丈
の
蛇
が
樹
に
か
か
っ

て
死
ん
で
い
た
。
侯
の
霊
力
を
聞
き
つ
け
た
章
帝
が
、
試
そ
う
と
し
て
赤
い
着
物
を
着
た
偽
の
化
物
を
し
た
て
て
退
治

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
侯
は
霊
力
を
発
揮
し
た
の
で
、
偽
の
化
物
で
あ
っ
た
章
帝
の
家
来
は
死
に
そ
う
に
な
っ
た
。
章
帝

は
侯
に
あ
や
ま
り
、
術
を
解
い
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
こ
れ
と
似
た
説
話
で
、
漢
の
武
帝
（
前
一
三
八
～
八
七
年
在
位
）

が
劉
憑
を
試
し
た
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
四
二
の
『
捜
神
記
』 （「
或
云
」
以
降
の
部
分
は
無
い
）。『
列
異
伝
』（『
太
平
御
覧
』
九
三
四
引
）『
列
仙

傳
』（『
北
堂
書
鈔
』
一
〇
三
）、『
神
仙
傳
』（『
太
平
御
覧
』
七
三
六
、『
太
平
広
記
』
一
一
引
）、『
後
漢
書
』
巻
八
二

下・

壽
光
侯
伝

メ
モ
：	

こ
の
二
つ
の
説
話
で
は
、
害
を
与
え
る
も
の
の
怪
を
退
治
す
る
と
、
正
体
は
大
蛇
で
あ
っ
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
蛇
の
化
物
が
害
を
与
え
る
存
在
で
、
術
使
い
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

２　
【
巻
二
】　

失
せ
た
神
通
力
（
39
）・

鞠
道
龙
说
黄
公
事

記
事
：	

鞠
道
龍
は
幻
術
の
使
い
手
で
あ
っ
た
。「
東
海
の
黄
公
は
幻
術
の
名
人
で
、
蛇
を
制
し
虎
を
御
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ

が
、
年
を
取
り
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
か
ら
は
術
力
が
衰
え
た
。
秦
末
に
、
東
海
に
現
れ
た
白
虎
退
治
を
帝
に
命
じ
ら
れ
る
。

（
酒
の
飲
み
過
ぎ
の
せ
い
か
）
術
を
か
け
た
が
き
か
ず
、
虎
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
話
を
し
た
。
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出
典
：	

『
文
選
』
西
京
賦
の
薛
綜
注
、『
西
京
雑
記
』
三

メ
モ
：	

幻
術
の
名
手
も
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
大
敵
で
、
失
敗
を
し
て
命
を
失
う
。
施
術
者
側
の
失
敗
例
で
あ
る
が
、
説
話
「
433
」

に
は
、
人
に
化
け
た
犬
が
、
酔
っ
払
っ
て
正
体
が
ば
れ
て
打
ち
殺
さ
れ
た
話
が
あ
る
。

３　
【
巻
三
】　

家
つ
き
の
妖
怪
（
53
）・

管
辂
论
怪

人
物
：	

王
基
。
字
は
伯
輿
、
三
国
魏
の
東
莱
（
山
東
省
）
の
出
身
。
官
は
鎮
西
将
軍
、
都
督
楊
州
諸
軍
事
と
な
る
。
こ
の
時
は
、

安
平
（
河
北
省
）
の
大
守
（
郡
の
長
官
）。

記
事
：	

易
の
名
人
で
あ
る
管
輅
（
字
は
公
明
、
三
国
魏
の
平
原
（
山
東
省
）
の
出
身
）
が
、
請
わ
れ
て
安
平
郡
の
太
守
王
基
の

家
で
、
怪
奇
現
象
を
占
っ
た
。
身
分
の
低
い
女
が
産
ん
だ
男
の
子
が
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
竈
に
入
っ
て
死
ん
だ
こ
と
、
床

の
上
に
筆
を
銜
え
た
一
匹
の
大
蛇
が
現
れ
た
こ
と
、
烏
が
家
の
中
に
入
っ
て
燕
と
喧
嘩
し
、
燕
が
負
け
て
死
ん
だ
と
い

う
卦
を
述
べ
た
。
王
基
は
さ
ら
に
、
そ
の
卦
の
吉
凶
を
占
っ
て
も
ら
っ
た
。
輅
は
、「
禍
で
は
な
い
が
、
こ
の
建
物
が
古

く
な
っ
て
複
数
の
妖
怪
変
化
が
住
み
つ
き
、
一
緒
に
な
っ
て
悪
戯
を
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
も
と
も
と
人
の
精
神
が
正

し
け
れ
ば
、
妖
怪
な
ど
が
害
を
な
す
こ
と
な
ど
叶
わ
な
い
こ
と
で
す
。
た
だ
森
羅
万
象
の
変
化
は
、
人
間
の
道
徳
だ
け

で
阻
止
で
き
る
も
の
で
な
く
、
永
遠
の
昔
か
ら
浮
遊
し
つ
づ
け
る
万
物
の
精
霊
は
、
い
つ
か
は
こ
ん
な
形
で
人
前
に
現

れ
る
定
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
卦
に
は
、
怪
し
い
凶
の
兆
し
は
な
く
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。
そ
の

後
異
変
は
何
も
起
こ
ら
ず
、
基
は
よ
り
よ
い
役
に
昇
進
し
た
。
	

の
ち
に
、
同
郷
の
人
が
輅
に
「
あ
な
た
は
王
基
の
と
こ
ろ
に
出
た
妖
怪
に
つ
い
て
、
筆
を
銜
え
た
蛇
は
年
老
い
た
書
記

の
な
れ
の
果
て
、
烏
は
年
老
い
た
従
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
も
と
も
と
人
間
だ
っ
た
の
に
ど
う
し
て
動
物
に
姿
を
変
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え
た
の
か
、
本
当
に
占
い
に
出
た
の
か
、
ご
自
身
の
考
え
な
の
か
」
な
ど
と
尋
ね
た
。、
輅
は
、「
人
の
生
ま
れ
つ
き
の

性
質
が
、
天
道
と
ぴ
っ
た
り
合
致
し
て
、
は
じ
め
て
易
と
し
て
占
え
る
。
自
分
の
考
え
で
は
な
い
し
、
万
物
の
変
化
は
、

一
定
の
形
は
な
い
が
、
あ
る
種
の
原
則
を
持
っ
て
い
る
。
蛇
は
十
二
支
の
一
つ
（
辰
巳
の
方
位
）
で
あ
り
、
烏
は
太
陽

に
棲
む
精
で
あ
り
、
純
黒
の
象
徴
や
白
色
の
輝
き
そ
の
も
の
で
あ
り
、
書
記
や
従
者
の
よ
う
な
卑
し
き
者
が
、
蛇
や
烏

の
よ
う
な
高
い
位
の
も
の
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
は
、
そ
の
分
に
過
ぎ
た
も
の
と
言
え
よ
う
」
と
答
え
た
。

出
典
：	

『
太
平
廣
記
』
三
五
九
の
『
捜
神
記
』 （「
後
輅
郷
里
及
太
原
問
輅
」
以
後
の
條
な
し
）、『
管
輅
別
伝
』、『
三
国
志
』
巻
二

九
「
管
輅
伝
」

メ
モ
：	

蛇
は
十
二
支
の
一
角
を
占
め
、
烏
は
純
黒
や
白
色
の
輝
き
の
象
徴
で
、
何
れ
も
高
位
の
も
の
を
示
し
、
天
意
に
繋
が
る

も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

４　
【
巻
三
】　

妖
蛇
の
た
た
り
（
63
）・

郭
璞
筮
病

占
卜
：	

郭
僕
。
晋
の
人
、
宇
は
景
純
。
博
学
の
士
で
、
占
術
が
得
意
。

時
代
：	

晋

記
事
：	

揚
州
（
安
徽
省
）
の
別
駕
（
地
方
行
政
官
で
あ
る
刺
吏
に
随
行
す
る
役
人
）
で
あ
る
顧
球
の
姉
は
、
十
歳
の
時
に
病
に

罹
り
、
今
の
五
十
過
ぎ
ま
で
治
癒
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
郭
僕
に
占
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
大
過
か
ら
升
に
ゆ
く
」

と
い
う
卦
が
出
た
。
書
物
で
は
、
こ
の
卦
は
よ
く
な
い
内
容
で
、
身
に
重
い
禍
を
受
け
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
先
祖
が
霊

蛇
を
切
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
本
人
の
過
ち
で
な
く
先
人
の
罪
か
ら
き
て
い
る
の
で
、
如
何
と
も
し
が

た
い
も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
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そ
こ
で
、
球
が
自
分
の
家
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、
先
代
が
か
つ
て
、
大
き
な
樹
を
伐
っ
て
大
蛇
を
見
つ
け
て
殺
し

た
時
に
、
娘
が
病
に
罹
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
娘
の
発
病
後
、
数
千
の
鳥
の
群
れ
が
出
現
し
て
屋
根
の
上
を
飛
び
回
っ

て
い
た
。
人
々
は
怪
し
ん
だ
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
あ
る
農
民
が
、
こ
の
辺
り
を
通
り
が
か
っ
た
折
に
、
龍

が
車
を
引
く
の
を
見
た
。
五
色
の
色
で
き
ら
き
ら
輝
き
、
そ
の
大
き
さ
は
尋
常
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
す
る
と
消
え
た
。

出
典
：	
『
太
平
広
記
』
二
一
六
の
『
捜
神
記
』

メ
モ
：	

祀
ら
れ
る
存
在
と
し
て
霊
蛇
が
い
る
。
こ
れ
を
切
り
殺
し
た
た
め
に
娘
が
病
を
得
る
形
で
祟
ら
れ
る
。
大
樹
や
大
蛇
に

は
精
霊
が
宿
る
。
こ
れ
に
危
害
を
加
え
る
と
災
い
が
及
ぶ
。
災
禍
は
天
に
昇
る
と
消
滅
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

の
現
象
と
し
て
鳥
が
屋
上
を
飛
び
回
る
。
龍
と
蛇
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
蛇
は
空
を
飛
べ
な
い
の
で
、
龍
が
そ
れ

に
と
っ
て
代
わ
っ
て
天
空
へ
と
昇
る
の
で
あ
ろ
う
。

５　
【
巻
三
】　

足
に
は
い
り
こ
ん
で
い
た
蛇
（
69
）・

华
佗
治
疮

人
物
：	

劉
勲
と
そ
の
娘
。
劉
勲
は
瑯
邪
（
山
東
省
）
の
人
。
官
は
河
内
（
河
南
省
の
中
の
黄
河
以
北
の
地
）
の
太
守
。

占
卜
：	

華
佗
。
字
は
元
化
、
名
は
旉
、
沛
国
（
江
蘇
省
）
の
人
。

時
代
：	

漢

場
所
：	

瑯
邪
（
山
東
省
）

記
事
：	

劉
勲
の
二
十
歳
前
の
娘
が
、
左
足
の
膝
裏
側
に
で
き
も
の
が
で
き
、
一
度
治
っ
て
も
数
日
後
に
ま
た
出
て
く
る
と
い
う

状
態
が
七・

八
年
も
続
き
、
困
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
華
佗
を
呼
び
寄
せ
て
調
べ
て
も
ら
う
。
華
佗
は
、
茶
色
の
犬
一
匹

と
良
馬
二
頭
を
用
意
す
る
よ
う
に
言
い
、
犬
の
首
に
縄
を
か
け
て
馬
を
交
代
さ
せ
な
が
ら
三
十
里
余
り
引
か
せ
、
さ
ら
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に
人
に
歩
い
て
引
か
せ
て
五
十
里
程
行
か
せ
た
。
こ
の
時
に
娘
を
投
薬
で
眠
ら
せ
て
、
一
方
で
犬
の
後
足
近
く
の
腹
部

を
切
っ
た
。
切
っ
た
と
こ
ろ
と
娘
の
で
き
も
の
の
部
分
を
二・

三
寸
の
間
隔
で
向
い
合
わ
せ
た
。
暫
く
す
る
と
で
き
も

の
の
中
か
ら
蛇
の
頭
が
見
え
て
き
た
。
錐
で
横
か
ら
蛇
の
頭
を
突
き
、
引
っ
張
り
出
し
た
。
蛇
の
長
さ
は
三
尺
程
で
あ
っ

た
。
傷
口
に
膏
薬
を
塗
る
と
、
七
日
で
快
癒
し
た
。

出
典
：	
『
華
佗
別
伝
』（『
後
漢
書
』
巻
八
二
下
、『
三
国
志
』
巻
二
九
「
華
佗
伝
」
の
注
引
）

メ
モ
：	

名
医
華
佗
が
、
犬
と
馬
の
手
助
け
を
得
て
、
蛇
が
入
り
込
ん
で
で
き
た
娘
の
で
き
も
の
の
治
療
を
し
て
快
癒
さ
せ
る
。

黄
色
の
犬
と
良
馬
が
最
善
と
さ
れ
る
。

	

こ
の
蛇
は
瞳
が
な
く
、
さ
ら
に
龍
が
持
つ
鱗
「
逆
鱗
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
の
蛇
で
は
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

６　
【
巻
三
】　

の
ど
に
つ
ま
っ
て
い
た
蛇
（
70
）・

华
佗
医
喉
病

記
事
：	

あ
る
時
、
華
佗
が
道
を
歩
い
て
い
た
ら
、
喉
を
つ
ま
ら
せ
て
い
る
病
人
を
見
か
け
た
。
物
を
飲
み
下
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
家
族
が
医
者
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
て
い
た
。
佗
は
う
め
き
声
を
聞
い
て
、
男
の
様
子
を
調
べ
て
み
て
か
ら
、

近
く
の
餅
屋
か
ら
ニ
ン
ニ
ク
を
漬
け
た
酢
を
買
い
飲
ま
せ
た
ら
病
気
も
自
然
に
よ
く
な
る
と
言
っ
た
。
さ
っ
そ
く
佗
の

言
う
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
病
人
は
蛇
を
一
匹
吐
き
出
し
た
。

出
典
：	

『
後
漢
書
』
巻
八
二
下
、『
三
国
志
』
巻
二
九
「
華
佗
伝
」

メ
モ
：	

体
内
に
入
り
込
ん
で
い
る
蛇
が
病
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ニ
ン
ニ
ク
を
漬
け
た
酢
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
内
の

蛇
を
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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７　
【
巻
六
】　

蛇
が
喧
嘩
を
す
れ
ば
（
111
）・

蛇
斗
国
门

時
代
：	

魯
の
荘
公
十
四
年

記
事
：	

こ
の
説
話
は
、
蛇
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
、
劉
向
の
見
解
を
交
え
る
。

	
魯
の
厳
公
（
荘
公
）
の
時
、
鄭
の
国
（
河
南
省
）
の
南
の
城
門
の
入
口
で
、
城
内
外
の
蛇
同
士
が
闘
い
、
城
内
側
の
蛇

が
死
ん
だ
。
劉
向
は
、
こ
の
で
き
ご
と
を
蛇
の
わ
ざ
わ
い
（
孽
）
に
近
い
も
の
と
い
う
。
ま
た
『
京
房
易
伝
』
に
は
、

「
跡
継
ぎ
の
立
て
方
が
疑
わ
し
い
時
は
、
そ
の
徴
と
し
て
、
蛇
が
国
都
の
門
の
前
で
闘
う
」
と
あ
る
。

出
典
：	

『
春
秋
左
氏
傳
』
莊
公
一
四
年
、『
後
漢
書
』
卷
五
四
「
楊
賜
傳
」
の
注
に
引
く
『
洪
範
五
行
伝
』、『
漢
書
』
巻
二
七
下

之
上
「
五
行
志
」
第
七
下
之
上

メ
モ
：	

わ
ざ
わ
い
（
孽
）
は
、
動
物
や
虫
の
い
た
ず
ら
、
ま
た
は
妖
怪
の
な
す
悪
さ
の
意
で
あ
る
。

８　
【
巻
六
】　

柱
に
ま
き
つ
い
た
蛇
（
113
）・
九
蛇
绕
柱

記
事
：	

こ
の
説
話
は
、
蛇
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。

	

魯
（
山
東
省
）
の
定
公
元
年
（
前
五
〇
九
年
）、
九
匹
の
蛇
が
宮
殿
の
柱
に
巻
き
つ
い
て
い
た
。
占
い
で
は
、
九
代
に
わ

た
っ
て
、
先
祖
の
廟
を
祀
っ
て
い
な
か
っ
た
為
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
煬
宮
と
い
う
先
祖
を
祀
る
建
物
を
建
て
た
。

出
典
：	

『
太
平
御
覧
』
九
三
四
、『
事
類
賦
』
二
八
の
注
に
引
く
『
捜
神
記
』

メ
モ
：	

先
祖
を
崇
拝
し
て
祀
っ
て
い
な
い
と
怪
異
が
生
じ
る
と
い
う
警
告
か
。
そ
の
警
告
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
蛇
が
使
わ
れ
る
。

「
九
匹
」「
九
代
」
と
数
字
「
九
」
が
対
照
的
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
九
」
は
最
大
の
基
数
で
あ
る
。
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９　
【
巻
六
】　

城
外
の
蛇
と
城
内
の
蛇
（
125
）・

内
外
蛇
斗

記
事
：	

こ
の
説
話
は
、
蛇
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。

	

漢
の
武
帝
の
太
始
四
年
（
前
九
三
年
）
七
月
、
趙
（
河
北・

山
西・

河
南
省
に
ま
た
が
る
一
帯
）
に
、
城
壁
の
外
か
ら

侵
入
し
て
き
た
蛇
が
現
れ
、
中
の
蛇
と
孝
文
廟
の
側
で
喧
嘩
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
側
の
蛇
の
方
が
負
け
て
死
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
秋
、
衛
太
子
の
事
件
（「
巫
蠱
の
獄
」）
が
、
趙
人
の
江
充
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
四
二
、『
太
平
御
覧
』
八
八
五
の
『
捜
神
記
』、『
漢
書
』
巻
二
七
下
之
上
「
五
行
志
」
第
七
下
之
上

メ
モ
：	

こ
の
話
は
、
説
話
「
111
」
と
似
通
っ
て
い
る
。
城
の
内
外
の
蛇
が
闘
い
、
内
側
の
蛇
が
負
け
て
死
ぬ
内
容
で
あ
る
。
何

れ
も
後
継
者
（
跡
継
ぎ
候
補
）
問
題
が
生
起
す
る
こ
と
を
予
知
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

10　
【
巻
六
】　

宮
中
に
蛇
が
現
わ
れ
れ
ば
（
149
）・

德
阳
殿
蛇

人
物
：	

・

漢
の
桓
帝
。
後
漢
の
第
十
一
代
皇
帝
の
劉
志
。
章
帝
の
曾
孫
。
在
位
二
十
一
年
。

	
・

梁
冀
。
後
漢
の
大
将
軍
の
梁
商
の
子
。
順
帝
の
時
、
父
と
同
じ
く
大
将
軍
に
な
る
。

	

　

姉
が
順
帝
の
皇
后
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
横
を
極
め
た
た
め
、
の
ち
に
一
族
が
殲
滅
さ
れ
る
。

記
事
：	

漢
の
桓
帝
が
即
位
し
た
時
（
一
四
七
年
）、
大
蛇
が
徳
陽
殿
の
上
に
現
れ
た
。
洛
陽
の
市
令
（
市
長
）
で
あ
る
淳
于
翼

は
、「
蛇
に
鱗
が
あ
る
の
は
戦
争
の
前
兆
で
あ
り
、
役
所
に
現
れ
た
の
は
、
皇
后
や
大
臣
が
兵
難
に
遭
う
予
兆
で
あ
る
」

と
述
べ
て
、
官
職
を
な
げ
出
し
逃
亡
し
た
。
延
熹
二
年
（
一
五
九
年
）
に
な
っ
て
、
大
将
軍
の
梁
冀
が
処
刑
さ
れ
、
そ

の
一
族
が
捕
ら
え
ら
れ
る
事
件
が
起
こ
り
、
洛
陽
の
都
に
戦
乱
が
起
こ
っ
た
。

出
典
：	

『
後
漢
書
』「
五
行
志
」
五
の
劉
昭
注
、『
法
苑
珠
林
』
四
二
の
『
捜
神
記
』
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メ
モ
：	

大
蛇
が
宮
殿
上
に
現
れ
た
こ
と
で
、
殿
上
に
ま
で
兵
難
が
及
ぶ
こ
と
を
予
知
す
る
。
蛇
の
鱗
は
甲
兵
（
鎧
を
ま
と
っ
た

兵
士
、
戦
の
象
徴
的
存
在
）
を
想
起
さ
せ
る
。

11　
【
巻
六
】　

草
の
怪
異
（
161
）・

草
作
人
状

記
事
：	
光
和
七
年
（
一
八
四
年
）、
陳
留
（
河
南
省
）、
済
陽
（
河
南
省
）、
長
垣
（
河
南
省
）、
済
陰
（
山
東
省
）、
東
郡
（
河
北

省
）、
寃
句
（
山
東
省
）、
離
狐
（
河
北
省
）
の
諸
郡
県
の
境
界
周
辺
の
道
端
に
草
が
生
え
た
。
そ
の
草
の
多
く
は
人
の

形
を
し
て
お
り
、
武
器
を
携
え
て
い
た
。
ま
た
、
牛・

馬・

龍・

蛇・

鳥・

獣
の
形
を
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
も
色
を
含
め
て
本
物
そ
の
も
の
で
、
羽
毛・

頭
目・

足
な
ど
全
て
備
わ
っ
て
い
た
。
古
説
で
は
「
草
の
異
変
に
近
い

も
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
果
た
し
て
こ
の
年
に
「
黄
巾
賊
の
乱
」
が
起
こ
り
、
漢
朝
は
衰
退
し
た
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
八
〇
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
風
俗
通
義
』
一
一
、『
後
漢
書
』
卷
八・

「
霊
帝
紀
」
お
よ
び
「
五
行
志
」
二

メ
モ
：	

草
に
異
変
が
起
き
て
、
武
器
を
携
え
た
人
の
姿
や
蛇
、
牛
や
馬
、
龍
や
鳥
、
獣
な
ど
、
本
物
そ
っ
く
り
の
姿
や
形
を
し

て
い
た
。
こ
れ
は
乱
の
前
触
れ
で
あ
る
と
の
説
話
で
あ
る
。

12　
【
巻
七
】　

子
を
背
負
う
大
蛇
（
197
）・

临
淄
大
蛇

記
事
：	

こ
の
説
話
は
、
蛇
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。

	

晋
の
元
康
五
年
（
二
九
五
年
）
三
月
、
臨
淄
県
（
山
東
省
）
に
大
蛇
が
現
れ
た
。
長
さ
は
十
丈
ほ
ど
、
背
中
に
二
匹
の

小
さ
な
蛇
を
乗
せ
て
い
る
。
県
城
の
北
門
か
ら
入
り
、
ま
っ
す
ぐ
町
中
を
通
り
過
ぎ
て
、
漢
陽
城
の
景
王
祠
の
中
に
入
っ

て
見
え
な
く
な
っ
た
。
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出
典
：	

『
開
元
占
經
』
一
二
〇
に
引
く
『
晉
惠
帝
起
居
注
』、『
晉
書
』
卷
二
九
「
五
行
志
」
下
、『
宋
書
』
卷
三
四
「
五
行
志
」

メ
モ
：	

似
通
っ
た
説
話
に
「
111
」「
113
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
蛇
同
士
が
喧
嘩
を
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
城
壁
の

外
か
ら
大
蛇
が
二
匹
の
小
さ
な
蛇
を
背
負
っ
て
入
っ
て
く
る
だ
け
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、『
晉
書
』『
宋
書
』
に
は
、

こ
の
話
の
続
き
が
あ
る
。
す
べ
て
共
通
す
る
の
は
禍
が
起
こ
る
予
兆
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

13　
【
巻
七
】　

木
の
う
ろ
の
蛇
（
226
）・

武
昌
大
蛇
入
神
祠

記
事
：	

こ
の
説
話
は
、
蛇
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。

	

晋
の
明
帝
の
大
寧
年
間
（
三
二
三
～
三
二
五
年
）
の
は
じ
め
に
、
武
昌
（
湖
北
省
）
に
大
蛇
が
現
れ
た
。
古
い
祠
の
木

の
う
ろ
の
中
に
棲
み
つ
い
て
、
顔
を
出
し
て
は
人
か
ら
餌
を
も
ら
っ
て
い
た
。『
京
房
易
伝
』
に
は
、「
蛇
が
人
里
に
現

れ
る
と
、
三
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
大
戦
乱
が
起
こ
り
、
国
家
に
大
き
な
憂
い
が
有
る
」
と
い
う
。
果
た
し
て
ま
も
な

く
王
敦
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。

出
典
：	

『
晉
中
興
書
』、『
晉
書
』
卷
二
九
「
五
行
書
」
下
、『
宋
書
』
卷
三
四
「
五
行
志
」
五

メ
モ
：	

大
蛇
が
人
里
に
現
れ
る
こ
と
は
戦
乱
の
予
兆
で
あ
る
。
説
話
「
149
」「
161
」
の
話
と
軌
を
一
に
す
る
。

14　
【
巻
九
】　

二
匹
の
赤
い
蛇
（
238
）・

冯
绲
绶
笥
有
蛇

人
物
：	

馮
緄
。
後
漢
の
人
、
巴
郡
（
四
川
省
）
出
身
。
車
騎
将
軍
（
征
伐
を
司
る
）
と
な
る
。

占
卜
：	

許
憲
。

記
事
：	

車
騎
将
軍
の
馮
緄
が
、
議
郎
（
朝
廷
の
論
議
を
司
る
官
）
で
あ
っ
た
と
き
、
官
印
を
し
ま
っ
て
い
た
箱
を
あ
け
る
と
、
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長
さ
二
尺
ほ
ど
の
二
匹
の
赤
い
蛇
が
い
て
、
そ
れ
が
南
北
に
分
か
れ
て
逃
げ
去
っ
た
。
馮
緄
は
何
か
の
前
兆
だ
と
憂
い

怖
れ
た
。
そ
こ
で
占
い
の
名
人
の
許
季
山
の
孫
で
、
そ
の
秘
伝
を
受
け
つ
い
だ
と
い
わ
れ
る
許
憲
に
占
っ
て
も
ら
う
と
、

「
こ
れ
は
吉
兆
で
す
。
あ
な
た
は
三
年
後
、
辺
境
の
地
へ
の
遠
征
軍
の
指
揮
官
と
な
る
で
し
ょ
う
。
場
所
は
東
北
、
東
と

い
う
名
が
つ
き
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。
は
た
し
て
五
年
後
、
馮
緄
は
大
将
軍
の
部
下
と
し
て
南
に
出
征
し
た
。
そ
れ
か

ら
間
も
な
く
尚
書
郎
、
遼
東
太
守
、
南
征
将
軍
に
次
々
と
任
命
さ
れ
た
。

特
記
：	

こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
記
録
と
し
て
、『
風
俗
通
義
』
巻
九
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

	

　
　

�　

謹
ん
で
考
え
ま
す
に
、
車
騎
将
軍
の
巴
郡
の
馮
緄
鴻
卿
は
議
郎
と
な
っ
て
、
綬
笥
を
開
く
と
長
さ
が
三
尺
ほ
ど

あ
り
、
南
北
の
方
向
に
分
か
れ
て
這
っ
て
行
っ
た
の
で
、
な
に
か
起
き
な
い
か
と
大
変
心
配
し
て
そ
の
こ
と
を
怖

れ
て
い
た
。
許
季
山
の
孫
の
許
曼
と
い
う
者
で
字
を
寧
方
と
い
う
者
は
、
先
人
の
方
術
の
奥
義
を
学
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
、
馮
緄
は
彼
に
占
卜
を
依
頼
す
る
と
、「
あ
な
た
は
三
年
後
に
、
き
っ
と
辺
将
に
な
り
、
東
北
の
四・

五
千

里
四
方
を
治
め
、
官
名
は
東
の
字
を
以
っ
て
呼
ば
れ
、
ま
た
、
五
年
し
た
ら
大
将
軍
と
な
っ
て
、
南
方
を
征
服
す

る
。
こ
れ
は
そ
の
吉
兆
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
馮
緄
は
そ
の
意
味
が
解
る
と
、
兆
し
が
実
現
す
る
こ
と
を
祈
り
な

が
ら
も
い
さ
さ
か
の
困
惑
も
し
た
。
何
年
か
経
つ
と
、
馮
緄
は
尚
書・

遼
東
太
守・

廷
尉・

太
常
を
拝
命
し
た
。

そ
の
後
、
武
陵
の
蛮
夷・

黄
高
の
蜂
起
に
遭
い
、
南
郡
を
攻
め
焼
き
、
馮
緄
は
そ
の
威
名
を
よ
く
知
ら
れ
、
選
ば

れ
て
車
騎
将
軍
と
な
り
、
多
方
面
を
統
轄
す
る
こ
と
は
、
許
曼
の
言
う
通
り
で
あ
っ
た
。『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
十

四
年
に
「
城
外
の
蛇
と
城
内
の
蛇
と
戦
う
」
と
あ
る
。
文
帝
の
時
に
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
話
が
あ
り
、
史
書
に
そ

の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
の
に
、
馮
緄
だ
け
が
吉
兆
を
終
始
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
意
味
は
予
言
に
よ
っ
て
出
世

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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出
典
：	

『
風
俗
通
義
』
九
、『
後
漢
書
』
卷
八
二
下
「
許
曼
傳
」

メ
モ
：	

蛇
が
出
現
し
て
そ
れ
が
戦
に
関
す
る
こ
と
の
表
意
に
な
っ
て
い
る
。
蛇
が
逃
げ
た
南
北
は
馮
緄
が
進
行
し
た
方
向
を
示

唆
し
、
赤
色
は
戦
勝
や
出
世
を
象
徴
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

15　
【
巻
十
一
】　

に
し
き
蛇
の
肝
（
282
）・

颜
含
寻
蛇
胆

記
事
：	

晋
の
顔
含
（
字
は
宏
都
）
の
義
理
の
姉
の
樊
氏
（
顔
含
の
二
番
目
の
兄
の
嫁
）
は
、
病
気
の
た
め
失
明
し
て
し
ま
っ
た
。

医
者
の
処
方
に
よ
れ
ば
、
錦
蛇
の
肝
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
八
方
手
を
尽
し
尋
ね
求
め
た
が
、
ど
う
し
て
も
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
願
含
は
憂
い
嘆
い
て
い
た
。
あ
る
日
の
昼
間
、
顔
含
が
一
人
で
座
っ
て
い
る
と
、
青
い
着
物
を

き
た
一
人
の
少
年
が
現
れ
た
。
年
は
十
三・

四
歳
く
ら
い
、
手
に
持
っ
て
い
た
青
い
布
袋
を
含
に
差
し
出
し
た
。
含
が

そ
れ
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
中
身
は
蛇
の
肝
で
あ
っ
た
。
少
年
は
戸
か
ら
外
に
出
る
と
、
青
い
鳥
に
姿
を
変
え
て
飛
び
去
っ

た
。
肝
が
手
に
入
り
、
薬
が
調
合
さ
れ
、
そ
れ
を
服
用
す
る
と
、
兄
嫁
の
病
気
は
す
ぐ
に
治
っ
た
の
で
あ
る
。

出
典
：	

栄
緒
『
晋
書
』、『
晋
中
興
書
』、『
晋
書
』
巻
八
八
「
顔
含
伝
」

メ
モ
：	

病
に
よ
っ
て
失
明
し
た
が
、
錦
蛇
の
肝
が
あ
れ
ば
回
復
す
る
。
錦
蛇
の
肝
は
薬
剤
の
効
力
が
あ
る
。
青
い
衣
を
着
た
少

年
（
正
体
は
青
い
鳥
）、
蛇
の
肝
が
入
っ
て
い
た
青
い
袋
と
、「
青
色
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
が
、
五
行
で
言

え
ば
、
青
春
で
恢
復
を
提
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

16　
【
巻
十
二
】　

変
化
の
摂
理
（
300
）・

论
五
气
变
化

記
事
：	

天
に
は
五
つ
の
気
（
元
素
）
が
あ
り
、
気
が
変
化
し
て
万
物
が
形
成
さ
れ
る
。
木
の
気
が
清
け
れ
ば
仁
、
火
の
気
が
清
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け
れ
ば
礼
、
金
の
気
が
清
け
れ
ば
義
、
水
の
気
が
清
け
れ
ば
智
、
土
の
気
が
清
け
れ
ば
恩
と
、
そ
れ
ぞ
れ
な
る
。
そ
し

て
、
五
つ
の
気
が
す
べ
て
清
け
れ
ば
聖
人
の
徳
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
木
の
気
が
濁
れ
ば
脆
弱
、
火
の

気
が
濁
れ
ば
淫
乱
、
金
の
気
が
濁
れ
ば
粗
暴
、
水
の
気
が
濁
れ
ば
貪
欲
、
土
の
気
が
濁
れ
ば
頑
固
と
そ
れ
ぞ
れ
な
る
。

そ
し
て
、
五
つ
の
気
が
す
べ
て
濁
れ
ば
、
下
等
な
人
間
に
な
る
。
中
国
に
聖
人
が
多
い
の
は
、
こ
の
五
つ
の
清
気
を
備

え
た
結
果
で
あ
る
。
最
果
て
の
地
に
怪
物
が
多
い
の
は
、
濁
っ
た
異
端
の
気
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

天
か
ら
気
を
受
け
れ
ば
必
ず
形
が
伴
い
、
性
質
が
生
じ
る
。
穀
物
を
食
べ
る
者
は
文
化
的
で
、
草
を
食
う
者
は
力
は
あ

る
が
愚
鈍
、
桑
を
食
う
者
は
糸
を
出
し
て
蛾
と
な
り
、
肉
を
食
う
者
は
勇
敢
で
気
性
が
激
し
く
、
土
を
食
う
者
は
心
を

持
た
ず
呼
吸
し
な
い
。
そ
し
て
、
気
を
食
す
る
者
は
、
神
の
如
き
明
察
力
を
備
え
長
生
し
、
何
も
食
べ
な
い
者
は
不
死

の
力
を
得
て
神
と
な
る
。
…
…

	

も
と
も
と
、
天
で
発
生
し
た
も
の
は
上
に
、
地
で
発
生
し
た
も
の
は
下
に
、
時
の
推
移
で
発
生
し
た
も
の
は
横
に
近
づ

こ
う
と
す
る
。
い
ず
れ
も
自
己
の
属
し
た
特
質
に
従
っ
て
変
化
す
る
。
例
え
ば
、
千
年
の
歳
を
経
た
雉
は
海
に
入
り
て

蜃
と
な
り
、
百
年
の
歳
を
経
た
雀
は
海
に
入
り
て
蛤
と
な
る
。
ま
た
千
年
の
歳
を
経
た
亀
は
人
間
と
語
る
こ
と
が
で
き
、

千
年
の
歳
を
経
た
狐
は
二
本
足
で
立
っ
て
美
女
と
な
り
、
千
年
の
歳
を
経
た
蛇
は
断
ち
切
っ
て
も
や
が
て
繋
が
り
、
百

年
の
歳
を
経
た
鼠
は
占
い
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
の
極
致
で
あ
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に

暇
が
な
い
。

	

道
に
従
っ
て
起
こ
る
変
化
は
正
常
で
あ
る
が
、
道
を
外
れ
る
と
怪
異
が
生
じ
る
。
下
半
身
が
上
半
身
に
生
じ
た
り
、
上

半
身
が
下
半
身
に
生
じ
た
り
す
る
の
は
、
気
の
逆
転
で
あ
り
、
人
間
が
畜
生
を
生
ん
だ
り
、
畜
生
が
人
間
を
生
ん
だ
り

す
る
の
は
気
の
乱
れ
で
あ
り
、
ま
た
男
が
女
に
変
っ
た
り
、
女
が
男
に
変
っ
た
り
す
る
の
は
、
気
の
惑
い
で
あ
る
。
…
…
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以
上
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
の
は
、
万
物
の
生
死
と
変
化
は
、
神
に
よ
る
明
知
で
な
け
れ
ば
、
人
智
で
い
く
ら
考
え

て
も
、
そ
の
由
来
は
理
解
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…

	

万
物
の
変
化
の
摂
理
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

出
典
：	
『
荊
楚
歳
時
記
』、『
法
苑
珠
林
』
四
三
、『
芸
文
類
聚
』
八
二
、『
初
学
記
』
三
〇
、『
窮
神
秘
苑
』（『
太
平
広
記
』
四
五

七
引
『
隋
煬
帝
』
の
条
に
引
く
）『
太
平
御
覧
』
七
四
二
、
八
八
四
、
九
三
四
、
九
四
五
の
『
捜
神
記
』

メ
モ
：	

万
物
の
変
化
生
成
の
摂
理
を
言
っ
た
説
話
で
あ
る
。
蛇
に
特
化
し
て
い
え
ば
、
千
年
の
歳
を
経
た
蛇
は
、
断
ち
切
っ
て

も
繋
が
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

17　
【
巻
十
二
】　

慶
忌
（
304
）・

池
阳
小
人
景

人
物
：	

王
莽
。
前
漢
第
十
一
代
元
帝
の
皇
后
の
甥
。
十
三
代
平
帝
を
殺
し
て
幼
帝
を
立
て
、
自
ら
摂
政
の
位
に
就
く
。
や
が
て

新
（
八
～
二
三
年
）
と
国
号
を
改
め
、
皇
帝
を
自
称
し
た
。
後
に
漢
の
遺
族
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
。

記
事
：	

王
莽
の
建
国
四
年
（
一
二
年
）
に
、
池
陽
（
陝
西
省
）
に
小
人
の
影
が
現
れ
た
。
一
尺
余
り
の
身
長
で
、
車
に
乗
っ
た

り
歩
い
て
い
る
者
も
い
た
。
大
小
そ
れ
ぞ
れ
に
似
つ
か
わ
し
い
物
を
手
に
し
て
い
た
。
こ
の
怪
異
は
三
日
続
い
て
よ
う

や
く
お
さ
ま
る
。
王
莽
は
不
吉
な
現
象
と
し
て
と
て
も
気
に
し
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
後
に
盗
賊
が
日
増
し
に
多
く
な
り
、

つ
い
に
王
莽
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

	

『
管
子
』
に
は
、「
水
の
涸
れ
た
湖
沼
で
数
百
年
経
っ
た
も
の
や
、
古
く
か
ら
の
谷
間
で
川
の
流
れ
が
絶
え
ず
変
わ
ら
な

い
場
所
に
、
慶
忌
が
生
ず
る
。
そ
の
様
子
は
人
の
よ
う
で
、
身
長
は
四
寸
、
黄
色
い
着
物
を
着
て
、
冠
も
黄
色
で
、
黄

色
の
傘
を
さ
し
、
小
さ
い
馬
に
乗
っ
て
巧
み
に
疾
走
さ
せ
る
。
そ
の
名
を
呼
ぶ
と
、
千
里
の
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
で
も
、
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一
日
の
う
ち
に
返
っ
て
き
て
返
答
す
る
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
池
陽
の
小
人
の
影
は
慶
忌
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
涸
れ
た
小
川
に
は
、
蚳
（
水
場
の
精
）
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
。
蚳
と
は
、
一
つ
の
頭
に
体
が
二
つ
つ
い
て
、

形
は
蛇
似
、
身
長
は
八
尺
あ
る
。
そ
の
名
を
呼
ぶ
こ
と
で
、
魚
や
す
っ
ぽ
ん
を
捕
ら
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
典
：	
『
法
苑
珠
林
』
八
、『
太
平
廣
記
』
一
三
九
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
漢
書
』
卷
九
九
中
「
王
莽
傳
」、『
琱
玉
集
』
一
四

メ
モ
：	
こ
の
説
話
に
は
、
蛇
に
似
た
も
の
と
し
て
慶
忌
や
蚳
が
登
場
す
る
。
人
間
の
言
う
こ
と
を
一
程
度
理
解
し
、
返
事
を
し

た
り
、
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
で
魚
や
す
っ
ぽ
ん
を
捕
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

18　
【
巻
十
二
】　

犬
蠱
（
317
）・
鄱
阳
犬
蛊

人
物
：	

趙
寿
、
陳
岑
、
私
（
話
し
手
）
と
そ
の
伯
父
の
妻
、
趙
寿
の
妻
。

記
事
：	

鄱
陽
（
江
西
省
）
の
趙
寿
は
犬
蠱
を
持
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
陳
岑
と
い
う
人
が
寿
を
訪
ね
る
と
、
突
然
大
き
な
黄
色

い
犬
が
六・

七
匹
、
群
れ
き
て
岑
に
吠
え
つ
い
た
。
ま
た
私
の
伯
父
の
妻
が
寿
の
妻
と
食
事
を
し
た
時
に
は
、
血
を
吐

い
て
今
に
も
死
に
そ
う
に
な
っ
た
が
、
桔
梗
を
刻
ん
で
飲
ま
せ
る
と
治
っ
た
。
蠱
に
は
化
け
物
が
い
て
、
幽
鬼
の
よ
う

に
妖
し
く
形
状
が
変
化
す
る
。
そ
れ
が
人
に
向
か
っ
た
場
合
に
は
、
皆
死
に
至
る
。

出
典
：	

『
太
平
御
覧
』
七
三
五
、
七
四
二
、
九
〇
五
、
九
九
三
の
『
捜
神
記
』

メ
モ
：	

こ
の
説
話
は
、
犬
の
話
が
中
心
で
あ
る
。
蠱
の
形
状
が
変
化
し
て
蛇
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

19　
【
巻
十
二
】　

缸
の
な
か
の
蛇
（
318
）・

廖
姓
蛇
蛊

記
事
：	

廖
家
と
い
う
蛇
を
あ
つ
か
う
家
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
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滎
陽
（
河
南
省
）
に
廖
と
い
う
姓
の
家
が
あ
り
、
代
々
蠱
を
使
う
の
を
生
業
と
し
て
財
を
築
い
た
。
後
に
息
子
が
妻
を

娶
る
が
、
蛇
蠱
の
こ
と
は
妻
に
は
語
ら
な
か
っ
た
。

	

家
の
者
が
出
か
け
た
あ
る
日
、
妻
一
人
が
留
守
番
を
し
て
い
た
。
部
屋
の
中
に
あ
る
大
き
な
缸
を
見
つ
け
た
の
で
、
こ

れ
を
開
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
中
に
大
蛇
が
い
る
の
を
知
り
、
熱
湯
を
灌
い
で
蛇
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
家
の
者
が
帰
り
、

こ
の
こ
と
を
報
告
す
る
と
、
一
同
は
驚
き
嘆
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
幾
ら
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
そ
の
家
の

者
は
病
気
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
死
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

出
典
：	

『
太
平
御
覧
』
三
五
九
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
霊
鬼
志
』（『
太
平
御
覧
』
七
四
二
引
）

メ
モ
：	

大
蛇
が
家
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
た
。
事
情
を
明
か
さ
れ
て
い
な
い
外
か
ら
来
た
人
間
（
妻
）
が
、
煮
え
湯
を
か
け
て

こ
れ
を
殺
し
た
た
め
、
一
家
の
気
運
は
一
気
に
下
が
っ
て
死
に
絶
え
て
し
ま
う
。

20　
【
巻
十
四
】　

蛇
の
孝
心
（
347
）・

窦
氏
蛇

人
物
：	

竇
武
。
後
漢
の
人
。、
娘
が
桓
帝
の
后
と
な
り
、
霊
帝
の
時
に
は
大
将
軍
と
な
る
。
陳
蕃
と
政
権
を
握
り
、
宦
官
を
全
滅

し
よ
う
と
謀
る
が
、
逆
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

記
事
：	

後
漢
の
頃
、
定
襄
（
山
西
省
）
の
太
守
の
竇
奉
の
妻
が
、
息
子
の
武
を
産
ん
だ
時
、
同
時
に
一
匹
の
蛇
を
生
ん
だ
。
奉

は
そ
の
蛇
を
野
原
に
逃
が
し
た
。
武
は
成
長
し
て
天
下
の
名
声
を
得
る
。
武
の
母
が
死
去
し
、
弔
問
客
も
集
ま
っ
て
埋

葬
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
蛇
が
草
む
ら
か
ら
現
れ
、
す
ぐ
さ
ま
棺
の
も
と
へ
と
に
や
っ
て
き
た
。
地
に
頭
を

つ
け
天
を
仰
ぎ
、
頭
を
棺
に
打
ち
つ
け
て
は
血
や
涕
を
一
緒
に
流
し
、
悲
し
み
嘆
い
て
い
る
か
の
様
で
あ
っ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
蛇
は
立
ち
去
っ
た
。
当
時
の
人
々
は
、
こ
の
出
来
事
が
竇
氏
の
吉
兆
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
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出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
八
七
に
引
く
『
捜
神
異
記
』、『
藝
文
類
聚
』
九
六
、『
獨
異
志
』
下
、『
太
平
御
覧
』
九
三
四
、『
太
平
廣

記
』
四
五
六
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
後
漢
書
』
卷
五
九
「
竇
武
傳
」、『
眞
誥
』
一
三

メ
モ
：	

出
世
す
る
人
物
の
母
に
よ
っ
て
蛇
も
同
時
に
生
ま
れ
る
。
蛇
を
殺
さ
ず
に
逃
が
し
て
や
る
。
母
が
死
ぬ
と
成
長
し
て
大

蛇
に
な
っ
て
棺
の
前
に
現
れ
、
悲
し
み
嘆
い
て
孝
心
を
示
す
。
蛇
が
そ
の
一
族
に
繁
栄
を
齎
す
こ
と
は
、
説
話
「
318
」

と
同
じ
で
あ
る
が
、
説
話
「
318
」
で
は
、
事
情
を
知
ら
な
い
嫁
が
大
蛇
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
一
族
が
死
に
絶
え

て
し
ま
う
と
い
う
悲
劇
と
な
る
。

21　
【
巻
十
四
】　

城
を
築
い
た
蛇
（
348
）・

金
龙
池

人
物
：	

劉
淵
。
匈
奴
の
出
で
、
晋
の
時
に
前
漢
を
建
て
て
平
陽
に
都
を
置
く
。
永
嘉
の
乱
の
主
導
者
で
あ
る
。

記
事
：	

永
嘉
年
間
（
晋
の
年
号
、
三
〇
七
～
三
一
三
年
）
に
、
韓
と
い
う
お
ば
あ
さ
ん
が
、
野
原
で
大
き
な
卵
を
見
つ
け
育
て

た
と
こ
ろ
、
赤
子
が
生
ま
れ
た
の
で
、「
撅
児
」（
蛇
の
化
身
）
と
名
付
け
た
。
そ
の
子
が
四
歳
に
な
っ
た
時
、
劉
淵
が

平
陽
（
河
南
省
信
陽
県
の
南
）
に
城
を
築
い
て
い
た
が
完
成
せ
ず
、
築
城
が
で
き
る
者
を
募
集
し
た
。
撅
児
が
こ
れ
に

応
募
し
て
、
蛇
に
変
身
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
に
は
自
分
が
通
っ
た
跡
を
灰
で
目
印
を
付
け
さ
せ
た
。
灰
の
印
に
沿
っ
て

城
を
築
け
ば
す
ぐ
に
完
成
す
る
と
い
う
お
ば
あ
さ
ん
の
言
に
従
う
と
、
言
っ
た
通
り
に
実
現
し
た
。

	

劉
淵
が
そ
れ
を
怪
し
ん
で
、
彼
を
つ
か
ま
え
よ
う
と
し
た
の
で
、
蛇
の
姿
の
ま
ま
山
の
穴
に
逃
げ
込
ん
だ
。
た
だ
尾
が

数
寸
ほ
ど
出
て
い
た
の
で
、
淵
の
使
者
が
出
て
い
る
尾
を
斬
っ
た
。
す
る
と
、
急
に
穴
中
か
ら
泉
が
湧
き
出
て
き
て
や

が
て
池
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
「
金
龍
池
」
と
名
付
け
た
。

出
典
：	

『
太
平
寰
宇
記
』
四
三
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メ
モ
：	

卵
か
ら
子
供
が
生
ま
れ
る
と
い
う
特
異
な
出
生
、
四
歳
で
蛇
に
変
身
し
て
築
城
を
手
伝
う
。
そ
の
後
、
山
中
に
逃
げ
込

ん
だ
穴
か
ら
水
が
湧
き
出
し
、
池
が
造
ら
れ
る
。

22　
【
巻
十
四
】　

羽
衣
の
人
（
349
）・

刀
穿
任
谷
阴
下

記
事
：	
東
晋
の
永
昌
年
間
（
三
二
二
～
三
二
三
年
）
に
曁
陽
（
江
蘇
省
）
の
仁
谷
と
い
う
男
（
後
に
宦
官
に
な
る
）
が
、
耕
作

の
途
中
に
樹
の
下
で
休
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
突
然
一
人
の
羽
衣
を
着
た
者
が
現
れ
、
近
づ
い
て
き
て
仁
谷
を
犯
し
た
。

そ
の
者
は
や
が
て
姿
を
消
し
、
仁
谷
は
妊
娠
し
て
し
ま
っ
た
。
の
ち
に
、
臨
月
を
迎
え
出
産
し
よ
う
と
す
る
時
、
羽
衣

を
着
た
男
が
再
び
現
れ
、
刀
で
仁
谷
の
下
腹
部
を
切
り
裂
き
、
一
匹
の
蛇
の
子
を
取
り
出
す
と
す
ぐ
に
立
ち
去
っ
た
。

仁
谷
は
そ
の
ま
ま
宦
官
と
な
り
、
宮
殿
に
行
っ
て
自
ら
そ
の
話
を
述
べ
て
宮
中
に
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

出
典
：	

『
晉
書
』
卷
七
二
「
郭
璞
傳
」

メ
モ
：	

宦
官
と
な
っ
た
男
の
出
世
譚
に
蛇
が
関
わ
る
。

23　
【
巻
十
七
】　

脳
の
中
の
蛇
（
412
）・

蛇
入
人
脑

記
事
：	

蛇
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。

	

曲
阿
県
（
江
蘇
省
）
の
秦
瞻
と
い
う
男
の
前
に
、
突
然
、
蛇
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
、
頭
の
中
に
侵
入
し
て
き
た
。
蛇

が
き
た
時
に
は
、
ま
ず
臭
い
が
し
て
、
す
ぐ
に
鼻
か
ら
入
り
、
頭
の
中
で
と
ぐ
ろ
を
巻
き
、
深
い
水
の
中
の
よ
う
な
冷

た
さ
を
感
じ
た
。
頭
の
中
で
は
何
か
を
す
す
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
、
数
日
経
つ
と
出
て
行
っ
た
。
や
が
て
ま
た
や
っ

て
き
た
の
で
、
手
ぬ
ぐ
い
で
鼻
と
口
を
防
い
だ
が
、
ま
た
し
て
も
入
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
何
年
か
経
っ
た
が
、
大
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き
な
病
に
は
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
頭
が
重
い
だ
け
で
あ
っ
た
。

出
典
：	

『
太
平
御
覧
』
九
三
四
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
太
平
廣
記
』
四
五
七
に
引
く
『
廣
五
行
記
』

24　
【
巻
十
九
】　

大
蛇
を
退
治
し
た
娘
（
440
）・

李
寄
斩
蛇

人
物
：	
寄
と
い
う
李
誕
の
一
番
末
の
娘
。

場
所
：	

閩
中
郡
（
福
建
省
）

記
事
：	

東
越
の
閩
中
郡
の
庸
嶺
と
い
う
高
さ
数
十
里
の
山
の
北
西
に
あ
る
沢
の
中
に
、
長
さ
七・

八
丈
、
胴
が
十
囲
余
り
の
大

き
さ
の
大
蛇
が
住
ん
で
い
て
、
以
前
か
ら
地
元
の
人
た
ち
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
牛
や
羊
を
用
い
て
祭
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
で
も
効
果
が
な
か
っ
た
。
あ
る
時
、
大
蛇
は
誰
か
の
夢
に
出
現
す
る
こ
と
や
、
巫
祝
に
乗
り
う
つ
る
こ
と
で
、
十

二・

三
歳
の
娘
を
要
求
し
て
き
た
。
都
尉
と
県
令
は
共
に
こ
の
状
況
を
憂
い
た
が
、
災
い
は
止
ま
ら
ず
、
身
分
の
低
い

家
の
娘
や
罪
人
の
家
の
娘
を
尋
ね
求
め
て
は
、
八
月
一
日
の
祭
の
時
に
蛇
の
穴
の
入
り
口
に
娘
を
送
り
届
け
た
。
毎
年
、

合
計
九
人
を
要
し
、
蛇
が
出
て
き
て
娘
た
ち
を
呑
み
込
ん
だ
。

	

将
楽
県
の
李
誕
の
家
に
は
、
娘
ば
か
り
六
人
い
て
、
息
子
が
一
人
も
い
な
い
家
庭
だ
っ
た
。
そ
の
中
の
「
寄
」
と
い
う

名
の
一
番
末
の
娘
が
、
生
贄
の
求
め
に
応
じ
て
行
く
こ
と
を
志
願
し
、
両
親
に
役
立
つ
事
柄
だ
と
説
得
し
た
が
両
親
は

許
さ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
寄
は
自
分
で
こ
っ
そ
り
と
家
を
出
て
、
い
い
剣
と
蛇
を
噛
む
犬
を
求
め
た
。
八
月
一
日
に
な

り
、
廟
の
中
に
入
っ
て
座
っ
た
。
剣
を
懐
に
忍
ば
せ
、
犬
を
引
き
連
れ
た
。
ま
ず
、
数
個
の
餅
を
丸
め
て
蜜
と
麦
粉
を

か
け
た
物
を
穴
の
入
り
口
に
置
い
て
お
き
、
蛇
が
そ
の
臭
い
を
嗅
い
で
食
べ
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
寄
は
犬
を
放
ち
、
そ

の
犬
は
蛇
に
噛
み
つ
き
、
寄
も
後
ろ
か
ら
斬
り
つ
け
た
。
蛇
は
痛
み
の
あ
ま
り
の
た
打
ち
回
っ
て
死
ん
だ
。
寄
は
穴
の
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中
で
九
人
の
娘
の
髑
髏
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
に
向
か
っ
て
「
あ
な
た
た
ち
は
弱
虫
だ
か
ら
蛇
に
喰
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の

よ
。
本
当
に
哀
れ
な
こ
と
ね
」
と
言
っ
て
、
悠
々
と
歩
い
て
帰
っ
た
。
越
王
は
こ
の
話
を
聞
き
、
寄
を
呼
ん
で
后
に
し
、

そ
の
父
親
を
将
楽
の
令
に
任
命
し
、
母
親
と
姉
た
ち
に
も
褒
美
を
与
え
た
。
そ
れ
以
来
二
度
と
東
冶
に
妖
怪
が
現
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
歌
謡
は
今
で
も
残
っ
て
い
る
。

出
典
：	
『
北
堂
書
鈔
』
一
二
二
、『
芸
文
類
聚
』
九
四
、『
法
苑
珠
林
』
四
二
『
太
平
御
覧
』
三
四
四
、
四
三
七
、
四
四
一
、
九
〇

五
の
『
捜
神
記
』、『
太
平
寰
宇
記
』
一
〇
一
の
『
坤
元
録
』

メ
モ
：	

犬
が
妖
怪
退
治
の
補
助
と
し
て
現
れ
る
。
今
回
は
化
け
て
い
る
妖
怪
を
見
破
る
の
で
は
な
く
、
犬
が
蛇
を
直
接
攻
撃
す

る
。
こ
の
説
話
は
、
日
本
の
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
伝
承
と
関
連
が
あ
る
。

25　
【
巻
十
九
】　

司
徒
府
の
大
蛇
（
441
）・
司
徒
府
大
蛇

記
事
：	

晋
の
武
帝
の
咸
寧
年
間
（
二
七
五
～
二
八
九
年
）
に
、
魏
舒
（
晋
の
人
、
弓
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
）
が
司
徒
の
職

に
就
い
て
い
た
時
、
役
所
の
中
に
長
さ
十
丈
く
ら
い
の
大
蛇
が
い
て
、
執
務
室
の
平
ら
な
垂
木
の
上
に
棲
ん
で
い
た
。

こ
こ
数
年
間
居
続
け
た
と
い
う
が
、
そ
の
こ
と
に
誰
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
役
所
の
中
で
、
よ
く
子
供
や
鶏

や
犬
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
、
不
思
議
に
思
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
夜
、
そ
の
中
の
一
匹
が
下
り
て

き
て
柱
の
脇
を
通
り
ぬ
け
よ
う
と
し
、
置
い
て
あ
っ
た
刃
物
で
負
傷
を
し
、
そ
の
傷
が
も
と
で
垂
木
に
上
が
れ
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
子
供
ら
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
真
相
が
判
明
し
、
手
勢
数
百
人
を
動
員
し
、
長
時
間
攻
め
立
て
、

よ
う
や
く
退
治
し
た
。
蛇
が
い
た
と
こ
ろ
を
調
べ
る
と
、
軒
い
っ
ぱ
い
に
骨
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
役
所
を
取

り
壊
し
、
改
め
て
建
て
直
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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出
典
：	

『
太
平
廣
記
』
四
五
六
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
晉
書
』
卷
二
九
「
五
行
志
」
下
、『
宋
書
』
卷
三
四
「
五
行
志
」
五

メ
モ
：	

大
蛇
が
子
供
や
鶏・

犬
も
食
い
殺
す
説
話
で
あ
る
。

26　
【
巻
十
九
】　

揚
州
の
二
匹
の
蛇
（
442
）・

二
蛇
化
老
翁
争
山
地

記
事
：	
蛇
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。

	

漢
の
武
帝
の
頃
（
大
体
紀
元
前
九
十
年
代
）、
張
寛
が
揚
州
（
安
徽
省
）
の
刺
史
（
知
事
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前

か
ら
二
人
の
老
人
が
山
地
を
争
っ
て
い
た
。
州
の
役
所
に
き
て
は
境
界
の
訴
訟
を
し
て
い
た
が
、
何
年
間
も
決
着
し
な

か
っ
た
。
張
寛
が
着
任
す
る
と
、
二
人
は
ま
た
や
っ
て
き
た
。
寛
が
二
人
の
老
人
を
観
察
し
て
、
姿
形
が
人
間
で
は
な

い
と
感
じ
た
の
で
、
そ
こ
で
兵
に
武
器
を
持
た
せ
て
引
き
立
て
て
こ
さ
せ
、「
お
前
た
ち
は
何
の
精
だ
」
と
問
い
質
し
た
。

老
人
た
ち
は
す
ぐ
に
逃
げ
出
し
た
。
寛
が
叱
り
つ
け
こ
れ
を
打
つ
と
、
二
人
は
二
匹
の
蛇
に
姿
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

出
典
：	

『
太
平
御
覧
』
三
五
三
、『
太
平
廣
記
』
四
五
六
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
北
堂
書
鈔
』
二
五
、『
太
平
御
覧
』
三
六
二
に
引

く
『
益
部
耆
舊
伝
』

27　
【
巻
十
九
】　

孔
子
と
大
鯰
（
445
）・

孔
子
论
五
酉

記
事
：	

孔
子
は
陳
で
受
難
の
時
、
旅
館
で
琴
を
奏
で
て
い
た
。
す
る
と
夜
中
に
何
者
か
が
現
れ
た
。
身
長
は
九
尺
余
り
、
黒
衣

を
纏
い
高
い
冠
を
被
り
、
雄
叫
び
は
地
を
揺
る
が
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
子
貢
が
何
者
か
と
問
う
と
、
い
き
な
り
子
貢
を

持
ち
上
げ
て
抱
え
た
。
子
路
は
、
こ
の
者
を
庭
に
引
き
出
し
て
戦
っ
た
が
、
な
か
な
か
倒
せ
な
か
っ
た
。
孔
子
は
こ
の

男
の
鎧
の
ひ
だ
（
魚
の
鰓
の
部
分
）
が
、
た
び
た
び
開
き
、
隙
が
で
き
る
の
を
見
て
、「
ど
う
し
て
そ
の
ひ
だ
を
と
り
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引
っ
張
っ
て
登
ら
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
。
子
路
が
言
わ
れ
た
通
り
に
、
そ
こ
を
引
い
て
地
に
倒
し
た
。
相
手
を
見
る

と
な
ん
と
そ
れ
は
大
鯰
で
、
九
尺
余
り
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
孔
子
は
「
こ
の
魚
は
ど
う
し
て
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
も
の
が
老
い
る
と
様
々
な
精
が
寄
り
つ
き
、
人
の
衰
え
に
つ
け
込
ん
で
や
っ
て
く
る
と
聞
く
。
こ
れ
が
き
た

の
は
、
私
が
災
難
に
遭
っ
て
食
糧
も
絶
え
、
従
者
が
病
気
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
六
畜
（
牛・

馬・

羊・
犬・
鶏・

豚
）
や
亀・

蛇・

鱉・

草・

木
の
類
は
、
長
く
生
き
る
と
み
な
神
が
宿
り
、
妖
怪
に
な
る
。
そ
れ
故
こ
れ
を

『
五
酉
』
と
い
う
。
五
酉
と
は
、
五
行
の
法
則
で
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
妖
怪
と
な
る
。
酉
と
は
老
い
を
言
い
、
も
の
が
老
い

る
と
怪
を
な
す
が
、
こ
れ
は
殺
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
済
む
の
で
、
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
或
い
は
、
天
が
ま
だ
道
義

を
滅
ぼ
そ
う
と
せ
ず
、
こ
の
魚
で
私
の
命
を
繋
ぎ
と
め
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

怪
異
は
起
こ
り
え
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
絃
歌
す
る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
。
子
路
は
大
鯰
を
煮
て
食
べ
た
が
、

味
は
よ
く
病
気
の
者
は
元
気
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
日
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
四
三
、『
太
平
御
覧
』
八
八
六
、『
太
平
廣
記
』
四
六
八
に
引
く
『
捜
神
記
』

メ
モ
：	

孔
子
た
ち
が
陳
で
鯰
に
襲
わ
れ
た
が
、
孔
子
の
閃
き
で
こ
れ
を
倒
し
、
そ
の
鯰
を
食
べ
て
食
不
足
が
満
た
さ
れ
、
そ
の

う
え
病
人
も
こ
れ
を
食
べ
て
回
復
し
、
翌
日
、
出
発
で
き
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

	

こ
の
説
話
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
文
献
が
あ
る
。

	

　
　

�　
「
孔
子
が
陳・

蔡
の
間
に
在
る
を
聞
き
、
楚
、
人
を
し
て
孔
子
を
聘
せ
し
む
。
…
…
陳・

蔡
の
大
夫
謀
り
て
曰

く
、
…
…
乃
ち
相
與
に
徒
役
を
發
し
、
孔
子
を
野
に
圍
む
。
行
く
を
得
ず
。
糧
を
絶
つ
。
従
者
病
む
も
、
能
く
興

つ
莫
し
。」
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（『
史
記（
５
）』「

孔
子
世
家　

第
十
七
」）

	

　
　

�　
「
衛
の
靈
公
陳
を
孔
子
に
問
う
。
…
…
明
日
遂
に
行
る
。
陳
に
在
り
て
糧
を
絶
つ
。
従
者
病
み
て
、
能
く
興
つ
莫

し
。」

	
　
　
　
　
　
（『
論
語（
６
）』「

衛
靈
公　

第
十
五
」）

28　
【
巻
二
十
】　

隋
侯
珠
（
453
）・

隋
侯
珠

記
事
：	

隋
県
（
湖
北
省
）
を
流
れ
て
い
る
溠
水
の
ほ
と
り
に
、
断
蛇
邱
が
あ
る
。
昔
、
隋
侯
（
周
の
諸
侯
）
が
こ
こ
を
通
り
が

か
っ
た
時
、
傷
つ
け
ら
れ
て
胴
体
の
切
れ
た
大
蛇
を
見
て
、
蛇
に
霊
的
な
も
の
を
感
じ
、
供
に
命
じ
て
薬
を
塗
り
包
帯

を
し
て
繋
い
で
や
る
と
、
蛇
は
や
っ
と
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
所
を
「
断
蛇
邱
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
一
年
余
り
後
、
蛇
が
明
る
く
光
る
珠
を
お
礼
の
印
に
銜
え
て
や
っ
て
き
た
。
珠
は
直
径
が
一
寸
余
り
、
純
白

で
夜
に
は
光
を
放
っ
た
。
ま
る
で
月
光
が
射
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
部
屋
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
こ
の

珠
は
、「
隋
侯
珠
」・

「
霊
蛇
珠
」・

「
明
月
珠
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
丘
の
南
に
は
隋
の
季
良
大
夫
の
池
が
あ
る
。

出
典
：	

『
藝
文
類
聚
』
八
四
、
九
六
、
慧
琳
『
一
切
經
音
義
』
二
八
、『
太
平
御
覧
』
八
〇
三
、『
太
平
廣
記
』
四
〇
二
、『
事
類

賦
』
注
二
〇
、
二
八
に
引
く
『
捜
神
記
』

メ
モ
：	

大
蛇
の
報
恩
譚
で
あ
る
。

29　
【
巻
二
十
】　

忠
犬　

そ
の
二
（
458
）・

快
犬
救
主

場
所
：	

呉
の
地
方
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記
事
：	

太
興
年
間
（
三
一
八
～
三
二
一
年
）、
呉
国
の
華
隆
と
い
う
人
は
、「
的
尾
」
と
い
う
足
の
速
い
犬
を
飼
っ
て
い
て
、
い

つ
も
一
緒
に
連
れ
て
い
た
。
あ
る
時
、
華
隆
は
川
辺
に
出
か
け
萩
を
刈
っ
て
い
た
が
、
大
蛇
に
巻
き
つ
か
れ
て
し
ま
う
。

的
尾
は
勇
気
を
出
し
て
蛇
を
咬
み
殺
し
た
が
、
華
隆
は
倒
れ
た
ま
ま
意
識
は
無
か
っ
た
。
的
尾
は
華
隆
の
周
囲
を
鳴
き

な
が
ら
駆
け
回
り
、
船
ま
で
走
っ
て
戻
り
、
そ
し
て
ま
た
草
む
ら
に
戻
っ
た
。
こ
の
的
尾
の
様
子
を
怪
し
ん
だ
華
隆
の

従
者
た
ち
は
、
的
尾
の
後
に
つ
い
て
い
き
、
華
隆
が
気
絶
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
、
家
に
連
れ
帰
っ
た
。
的
尾
は
華

隆
が
心
配
で
食
事
を
し
よ
う
と
し
な
い
。
つ
い
に
華
隆
が
意
識
を
取
り
戻
し
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
的
尾
は
食
事
し
始

め
た
。
そ
う
し
て
、
華
隆
は
親
戚
と
対
す
る
よ
う
に
的
尾
を
可
愛
が
っ
た
。

出
典
：	

『
太
平
御
覧
』
九
〇
五
、『
太
平
広
記
』
四
三
七
の
『
幽
明
録
』

メ
モ
：	

説
話
「
440
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
大
蛇
が
人
に
巻
き
付
く
、
そ
れ
を
忠
犬
が
噛
み
殺
す
。
人
を
襲
う
蛇
と
、
人
を
守
る

犬
と
い
う
図
式
で
あ
る
。

30　
【
巻
二
十
】　

蛇
の
た
た
り
（
462
）・

大
蛇
复
仇

記
事
：	

呉
郡
の
海
塩
県
（
江
蘇
省
）
の
北
の
村
に
、
陳
甲
と
い
う
士
人
が
い
て
、
本
籍
は
下
邳
（
江
蘇
省
）
で
あ
っ
た
。
晋
の

元
帝
の
時
、
華
亭
（
江
蘇
省
）
に
移
り
住
ん
だ
。
あ
る
日
陳
甲
が
、
東
の
野
原
の
藪
で
狩
り
を
し
て
い
た
折
、
突
然
、

長
さ
六・

七
丈
も
あ
る
大
蛇
を
見
つ
け
た
。
百
石
積
み
の
船
の
よ
う
な
形
で
、
黒
や
黄
色
を
含
む
五
色
に
輝
き
、
丘
の

麓
で
寝
て
い
た
。
陳
は
即
座
に
そ
れ
を
射
殺
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
決
し
て
他
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
年
経
っ
て
か
ら
、
彼
は
村
人
た
ち
と
狩
り
に
出
か
け
、
以
前
蛇
を
見
つ
け
た
所
に
や
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
同
行
の

者
に
向
か
っ
て
「
昔
こ
こ
で
大
蛇
を
殺
し
た
」
と
話
し
た
。
そ
の
夜
、
彼
の
夢
に
一
人
の
男
が
現
れ
た
。
黒
い
着
衣
、
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黒
い
頭
巾
を
被
っ
て
、
陳
甲
の
家
に
き
て
言
う
に
は
、「
以
前
、
私
が
前
後
不
覚
に
酔
っ
て
い
た
時
、
お
前
は
理
由
も
な

く
私
を
殺
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
酔
っ
て
い
た
の
で
、
お
前
の
顔
を
覚
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
三
年
間
分
か

ら
な
い
ま
ま
放
置
し
た
。
だ
が
、
今
日
お
前
を
と
り
殺
し
て
や
る
」
と
。
陳
甲
は
、
は
っ
と
目
を
醒
ま
し
た
。
翌
日
彼

は
、
腹
痛
を
起
こ
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

出
典
：	
『
太
平
廣
記
』
一
三
一
に
引
く
『
捜
神
記
』

メ
モ
：	

霊
力
の
あ
る
大
蛇
の
報
復
譚
で
あ
る
。

	

説
話
「
39
」
で
は
、
幻
術
の
名
手
が
酔
っ
払
っ
て
術
が
効
か
ず
、
虎
に
食
い
殺
さ
れ
る
。
説
話
「
433
」
に
は
、
人
に
化
け

た
犬
が
、
酔
っ
払
っ
て
正
体
が
ば
れ
て
打
ち
殺
さ
れ
た
話
が
あ
る
。
こ
の
説
話
で
も
、
大
蛇
が
飲
み
過
ぎ
て
前
後
不
覚
と

な
り
殺
さ
れ
る
。
人
間
も
動
物
も
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
禁
物
で
あ
る
。
だ
が
、
大
蛇
は
復
活
し
て
三
年
後
に
仇
を
取
る
。

31　
【
巻
二
十
】　

蛇
の
仇
討
（
463
）・

陷
湖

記
事
：	

邛
都
県
（
四
川
省
）
に
、
あ
る
老
婆
が
、
家
は
貧
し
く
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
食
事
の
度
、
寝
台
周
辺
に
、
頭
に

角
の
あ
る
小
さ
な
蛇
が
出
て
く
る
の
で
、
老
婆
は
哀
れ
に
思
い
食
べ
物
を
与
え
て
い
た
。
蛇
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、

一
丈
余
り
の
長
さ
に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
こ
こ
の
県
の
知
事
が
所
有
し
て
い
た
良
馬
を
、
そ
の
蛇
が
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
、
知
事
は
た
い
そ
う
腹
を
た
て
、
蛇
を
出
せ
と
老
婆
を
責
め
立
て
た
。
老
婆
が
「
寝
台
の
下
に
お
り
ま
す
」
と

伝
え
る
と
、
知
事
は
す
ぐ
に
そ
の
場
所
を
掘
ら
せ
た
。
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど
穴
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
、
蛇
の
姿
は
見

え
な
い
。
知
事
は
八
つ
当
た
り
を
し
て
老
婆
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
蛇
は
人
間
に
乗
り
移
っ
て
、「
ど
う
し
て

私
の
母
親
を
殺
し
た
の
だ
。
母
の
仇
を
討
っ
て
や
る
」
と
知
事
を
怒
鳴
り
つ
け
た
。
そ
の
後
、
夜
毎
に
雷
の
よ
う
な
風
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の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
四
十
日
余
り
が
過
ぎ
た
。
町
の
人
た
ち
が
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
、

み
な
驚
い
て
、「
お
前
の
頭
に
、
ど
う
し
て
魚
が
の
っ
て
い
る
の
か
」
と
言
い
合
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
夜
、
四
十
里
四
方

に
わ
た
っ
て
、
町
も
ろ
と
も
陥
没
し
て
湖
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
土
地
の
人
々
は
、
こ
れ
を
「
陥
湖
」
と
名
付
け
た
。

た
だ
老
婆
の
家
だ
け
は
無
事
で
、
今
で
も
残
っ
て
い
る
。
漁
師
た
ち
が
魚
を
獲
り
に
出
掛
け
る
時
に
は
、
必
ず
立
ち
寄
っ

て
宿
泊
す
る
。
風
や
波
が
出
た
時
で
も
、
こ
の
家
の
そ
ば
に
い
れ
ば
平
穏
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
風
が
な
く
波
が
穏

や
か
な
時
に
は
、
今
で
も
水
没
し
た
町
並
み
や
楼
閣
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。
現
在
水
が
浅
く
な
っ
た
時

に
は
、
土
地
の
人
々
は
水
に
潜
り
、
か
つ
て
の
家
の
材
木
を
取
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
は
光
沢
が
あ
り
漆
の
よ
う
に
黒
い
。

今
日
で
は
も
の
好
き
な
人
が
、
そ
れ
で
枕
を
作
っ
て
贈
り
物
に
す
る
の
で
あ
る
。

出
典
：	

『
太
平
御
覧
』
七
九
一
、『
太
平
寰
宇
記
』
七
五
に
引
く
李
膺
『
益
州
記
』、『
太
平
廣
記
』
四
五
六
に
引
く
『
窮
神
秘
苑
』

メ
モ
：	

報
復
と
報
恩
を
兼
ね
た
説
話
で
あ
る
。
構
成
は
説
話
「
455
」
と
同
様
で
あ
る
。
優
し
い
老
婆
、
蛇
、
湖
の
出
現
と
い
う

内
容
の
展
開
で
は
、
説
話
「
348
」
と
も
似
て
い
る
。

三
―
二
　「
リ
ュ
ウ
」

１　
【
巻
一
】　

琴
高
（
11
）・

琴
高
入
水
取
龙
子

記
事
：	

趙
（
山
西
省
）
の
琴
の
名
手
で
あ
る
琴
高
は
、
宋
の
康
王
（
戦
国
時
代
の
君
主
）
の
舎
人
（
宮
中
の
財
政
を
司
る
）
で

あ
っ
た
。
神
仙
の
術
が
で
き
、
冀
州
（
河
北
、
山
西
の
あ
た
り
）
周
辺
を
、
二
百
年
以
上
も
浮
遊
し
て
い
た
。
そ
の
後

役
人
を
や
め
て
、
明
日
、
涿
水
の
中
に
入
っ
て
龍
の
子
を
捕
ま
え
る
の
で
、
斎
戒
沐
浴
し
、
龍
祠
を
設
け
て
水
辺
で
待

ち
う
け
よ
と
弟
子
に
言
っ
た
。
は
た
し
て
琴
高
は
赤
い
鯉
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
月
ほ
ど
滞
在
を
し
、

78



ま
た
水
中
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
四
一
の
『
捜
神
異
記
』、『
列
仙
伝
』
上
、『
水
経
注
』
二
三

メ
モ
：	

二
百
年
以
上
も
浮
遊
し
て
い
る
仙
人
で
も
、
龍
の
子
は
簡
単
に
は
捕
ま
ら
な
い
。、
水
中
の
龍
の
子
、
仙
人
、
赤
い
鯉
と

役
者
は
揃
っ
て
い
る
が
、
結
末
は
な
い
。

２　
【
巻
一
】　

陶
安
公
（
12
）・

陶
安
公
骑
赤
龙

記
事
：	

陶
安
公
は
、
六
安
（
安
徽
省
）
の
鍛
冶
屋
で
あ
る
。
毎
日
火
を
使
っ
て
い
た
あ
る
朝
の
こ
と
、
火
の
子
と
共
に
紫
炎
が

天
ま
で
届
い
た
。
公
は
鞴
の
下
に
伏
せ
て
助
け
を
求
め
る
と
、
す
ぐ
に
赤
い
雀
が
や
っ
て
き
て
、、「
安
公
よ
、
お
前
の

鍛
冶
は
天
ま
で
届
い
た
ぞ
、
七
月
七
日
に
、
お
前
を
迎
え
に
赤
龍
を
よ
こ
す
か
ら
」
と
言
っ
た
。

	

約
束
の
日
に
、
安
公
は
こ
れ
に
乗
り
、
東
南
に
去
っ
た
。
数
万
の
町
人
が
、
事
前
に
安
を
送
る
会
を
催
し
、
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

出
典
：	

『
列
仙
伝
』（『
芸
文
類
聚
』
四・
七
八・
八
〇
引
）

メ
モ
：	

赤
龍
は
、
全
身
の
鱗
が
真
っ
赤
で
、
太
陽
や
火
山
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
口
内
か
ら
は
灼
熱
の
炎
を
吐
き
出
す
。

紅
龍
と
も
い
う
。
五
行
で
は
赤
は
南
を
位
置
す
る
。
赤
龍
は
、
朱
雀
と
同
様
に
、
南
方
を
守
護
す
る
神
聖
な
龍
と
す
る

説
が
あ
る
。
鍛
冶
屋
の
炎
も
赤
い
し
、
こ
の
説
話
は
「
赤
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

３　
【
巻
二
】　

失
せ
た
神
通
力
（
39
）・

鞠
道
龙
说
黄
公
事

記
事
：	

「
ヘ
ビ
」
の
欄
を
参
照
。

79

『捜神記』の中のどうぶつ



メ
モ
：	

龍
は
登
場
し
な
い
。
人
命
の
一
部
に
龍
が
含
ま
れ
る
。

４　
【
巻
三
】　

妖
蛇
の
た
た
り
（
63
）・

郭
璞
筮
病

記
事
：	
「
ヘ
ビ
」
の
欄
を
参
照
。

メ
モ
：	
災
禍
は
天
に
昇
る
と
消
滅
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
現
象
と
し
て
鳥
が
屋
上
を
飛
び
回
る
。
蛇
は
空
を
飛
べ
な

い
の
で
、
龍
が
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
天
空
へ
と
昇
る
の
で
あ
ろ
う
。

５　
【
巻
四
】　

華
山
神
の
使
者
（
77
）・

郑
容
捎
华
山
使
之
书

記
事
：	

秦
の
始
皇
帝
三
十
六
年
（
前
二
〇
九
年
）
鄭
容
が
旅
の
道
中
、
華
陰
県
（
陝
西
省
）
に
き
た
時
、
華
山
神
の
使
者
（
華

山
は
陝
西
省
に
あ
る
、
五
岳
の
一
つ
の
西
岳
）
を
名
乗
る
者
と
出
会
い
、
鎬
池
（
長
安
の
西
南
の
池
）
の
神
に
渡
す
手

紙
を
預
か
る
。
そ
れ
を
渡
し
た
翌
年
、
始
皇
帝
は
亡
く
な
っ
た
。

出
典
：	

『
史
記
』
卷
六
「
秦
始
皇
本
紀
」、『
漢
書
』
卷
二
七
中
之
上
「
五
行
志
」
第
七
中
之
上
、『
論
衡
』
二
二
の
紀
妖
篇
、『
春

秋
後
傳
』、『
琱
玉
集
』
一
四

メ
モ
：	

秦
の
始
皇
帝
の
こ
と
を
祖
龍
と
呼
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。
龍
は
、
美
称
或
い
は
尊
称
で
あ
ろ
う
。

６　
【
巻
六
】　

竜
の
誕
生
（
109
）・

人
产
龙

記
事
：	

こ
の
話
は
主
人
公
や
占
卜
者
は
い
な
く
て
、
人
と
龍
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。

	

周
烈
王
六
年
（
前
三
七
〇
年
）
に
、
林
碧
陽
君
の
夫
人
の
侍
女
が
、
二
匹
の
龍
を
産
ん
だ
。
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出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
の
『
捜
神
異
記
』、
四
部
叢
刊
本
『
今
本
汲
冢
紀
年
』

メ
モ
：	

二
匹
の
龍
を
生
ん
だ
経
緯
は
不
明
だ
が
、
龍
も
人
か
ら
生
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
。

７　
【
巻
六
】　

竜
が
喧
嘩
を
す
れ
ば
（
112
）・

龙
斗

時
代
：	
魯
の
昭
公
十
九
年
（
前
五
二
三
）

記
事
：	

主
人
公
や
占
卜
者
は
い
な
く
て
、
龍
に
関
す
る
怪
異
の
記
事
で
あ
る
。
た
だ
し
、
劉
向
の
評
論
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

	

魯
の
昭
公
十
九
年
に
、
龍
が
鄭
国
の
時
門
（
城
門
の
名
）
の
洧
淵
で
闘
っ
て
い
た
。
劉
向
は
、
こ
れ
を
龍
の
禍
と
見
る
。

京
房
『
易
伝
』
に
は
、「
民
衆
の
心
が
安
ら
か
で
な
い
と
、
そ
の
徴
と
し
て
龍
が
そ
の
村
で
闘
う
」
と
言
う
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
四
二
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
九
年
、『
漢
書
』
卷
二
七
下
之
上
「
五
行
志
」
第
七

下
之
上

メ
モ
：	

龍
の
喧
嘩
は
、
民
衆
の
心
が
安
ら
か
で
な
い
こ
と
の
徴
と
し
て
起
こ
る
と
す
る
。
類
似
し
た
話
に
、
説
話
「
111
」
が
あ

る
。
蛇
の
場
合
は
跡
継
ぎ
に
疑
い
が
あ
る
時
に
起
こ
る
と
す
る
。
喧
嘩
の
場
所
は
蛇
と
同
様
に
門
の
近
く
だ
が
、
龍
で

は
洧
淵
と
い
う
固
有
名
詞
を
挙
げ
て
い
る
。
水
と
空
が
龍
の
活
動
の
場
で
あ
る
。

８　
【
巻
六
】　

井
の
な
か
の
竜　

そ
の
一
（
118
）・

龙
现
井
中

記
事
：	

漢
の
恵
帝
二
年
（
前
一
九
三
年
）
の
正
月
癸
酉
日
の
朝
、
蘭
陵
県
（
山
東
省
）
の
あ
る
井
戸
の
中
に
、
二
匹
の
龍
が
現

れ
、
二
日
後
の
乙
亥
日
の
夜
に
去
っ
て
い
っ
た
。
京
房
の
『
易
伝
』
に
は
、「
徳
あ
る
人
が
迫
害
さ
れ
る
と
、
龍
が
井
戸

の
中
に
現
れ
る
と
い
う
異
変
が
起
こ
る
」
と
言
い
、
ま
た
、「
刑
罰
を
乱
暴
に
行
な
え
ば
、
予
兆
と
し
て
黒
龍
が
井
戸
か
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ら
出
て
く
る
」
と
い
う
話
が
あ
る
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
四
二
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
漢
書
』
卷
二
七
下
之
上
「
五
行
志
」
第
七
下
之
上

メ
モ
：	

黒
龍
は
、
鱗
が
黒
く
、
前
足
が
二
本
し
か
な
い
。
黒
龍
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
災
い
を
も
た
ら
す
邪
悪
の
化
身
と
し

て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
説
話
で
は
、
井
戸
の
中
に
現
れ
る
龍
な
の
で
、
黒
龍
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

９　
【
巻
六
】　

草
の
怪
異
（
161
）・

草
作
人
状

記
事
：	

「
ヘ
ビ
」
の
欄
を
参
照
。

メ
モ
：	

草
の
異
変
例
と
し
て
、
人
や
蛇
や
牛
な
ど
と
同
様
に
現
れ
る
。
乱
の
前
兆
を
表
意
す
る
。

10　
【
巻
六
】　

木
が
血
を
流
せ
ば
（
169
）・
树
出
血

記
事
：	

建
安
二
五
（
二
二
〇
）
年
の
正
月
、
魏
の
武
帝
（
三
国・

魏
の
太
祖
、
曹
操
の
こ
と
。
字
は
孟
徳
。
沛
国
譙
県
（
安
徽

省
亳
州
市
）
の
人
）
が
洛
陽
に
建
始
殿
を
建
て
た
。
濯
龍
（
濯
龍
園
。
洛
陽
に
あ
る
庭
園
）
の
樹
を
伐
っ
た
と
こ
ろ
、

血
が
出
た
。
ま
た
梨
を
移
植
し
た
と
こ
ろ
、
根
が
傷
つ
い
て
血
が
出
た
。
魏
の
武
帝
は
、
こ
の
こ
と
を
縁
起
で
も
な
い

と
嫌
悪
し
た
が
、
そ
の
後
病
床
に
臥
し
、
こ
の
月
に
崩
じ
た
。
こ
の
年
は
魏
の
武
帝
の
黄
初
元
年
と
な
っ
た
。

出
典
：	

『
後
漢
書
』「
五
行
志
」
二
の
注
に
引
く
『
魏
志
』、『
三
国
志
演
義
』
巻
一
「
武
帝
紀
」
の
注
に
引
く
『
世
語
』
お
よ
び

『
曹
瞞
傳
』、『
晉
書
』
巻
二
八
「
五
行
志
」
中
、『
宋
書
』
巻
三
二
「
五
行
志
」
三

メ
モ
：	

『
三
国
志
』
及
び
『
宋
書
』
で
は
、「
濯
龍
」
の
下
に
「
祠
」
の
字
が
あ
る
。

	

濯
龍
の
木
を
伐
る
と
血
が
出
て
、
移
植
し
た
木
か
ら
も
血
が
出
る
。
木
か
ら
血
が
出
る
話
は
、
説
話
「
418
」
が
あ
る
。
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説
話
「
418
」
で
は
、
祟
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
更
に
血
が
出
た
原
因
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
説
話
で
は
、
嫌

悪
し
た
曹
操
が
そ
れ
が
も
と
で
ま
も
な
く
倒
れ
て
死
ぬ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

	

『
三
国
志
演
義
』
で
は
、
こ
の
木
が
神
木
で
あ
る
こ
と
は
事
前
に
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
職
人
は
伐
る
の
を
渋
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
建
造
物
に
必
要
で
ふ
さ
わ
し
い
大
き
さ
の
木
材
で
あ
っ
た
た
め
、
伐
り
出
す
こ
と
を
命
令
す
る
。
曹
操

は
呪
い
な
ど
信
じ
て
お
ら
ず
、「
呪
う
な
ら
私
を
呪
え
」
と
最
初
の
一
太
刀
を
入
れ
、
最
終
的
に
は
そ
れ
か
ら
程
な
く
し

て
病
に
倒
れ
る
と
い
う
件
が
あ
る（
７
）。

11　
【
巻
六
】　

鵲
巣
鳩
居
（
170
）・
鹰
生
燕
巢

記
事
：	

青
龍
と
い
う
の
は
年
号
の
名
前
に
出
て
く
る
。

出
典
：	

『
法
苑
珠
林
』
八
七
に
引
く
『
捜
神
異
記
』、『
三
國
志
』
卷
二
五
「
高
堂
隆
傳
」、『
晉
書
』
卷
二
八
「
五
行
志
」
中
、

『
宋
書
』
卷
三
二
「
五
行
志
」
三

12　
【
巻
七
】　

馬
の
紋
様
の
石
（
179
）・

开
石
文
字

記
事
：	

漢
か
ら
魏
が
興
る
予
兆
と
し
て
、
龍
が
現
れ
る
。
だ
が
、
説
話
「
161
」
の
よ
う
な
現
実
的
な
動
物
た
ち
と
は
異
な
り
、

麒
麟
や
鳳
凰・

神
仙
な
ど
神
秘
的
な
も
の
と
一
緒
に
現
れ
る
。

出
典
：	

『
魏
志
』
三
の
注
に
引
く
『
捜
神
記
』、『
魏
志
』
三
の
注
に
引
く
『
魏
氏
春
秋
』、『
漢
晉
春
秋
』、『
晉
書
』
卷
二
七
「
五

行
志
」、『
宋
書
』
卷
二
七
「
符
端
志
」
上

メ
モ
：	

説
話
「
161
」
と
軌
を
一
に
す
る
。
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13　
【
巻
七
】　

井
の
な
か
の
竜　

そ
の
二
（
183
）・

二
龙
现
武
库
井
中

記
事
：	

晋
の
太
康
五
年
の
正
月
に
、
二
匹
の
龍
が
武
庫
の
井
戸
の
中
に
現
れ
た
。
武
庫
は
、
帝
王
の
威
儀
を
示
す
御
物
を
大
切

に
保
管
す
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
建
物
は
奥
深
く
静
か
で
、
龍
が
住
む
は
ず
の
な
い
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
七
年
経
っ

て
、
地
方
の
王
が
互
い
に
傷
つ
け
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
十
八
年
後
に
は
、
果
た
し
て
二
人
の
異
民
族
（
石
勒
と
石
虎

の
こ
と
で
、
二
人
と
も
帝
王
を
称
す
）
が
、
天
子
の
神
器
を
盗
ん
だ
が
、
二
人
の
字
は
、
龍
で
あ
っ
た
。

出
典
：	

『
晉
書
』
卷
四
五
「
劉
毅
傳
」、
卷
二
九
「
五
行
志
」
下
、『
宋
書
』
卷
二
八
「
符
瑞
志
」
中
、
卷
三
四
「
五
行
志
」
五

メ
モ
：	

二
匹
の
龍
が
帝
王
の
威
儀
を
示
す
御
物
が
納
め
ら
れ
た
武
庫
の
井
戸
の
中
に
現
れ
る
。

	

そ
れ
は
、
後
に
地
方
の
王
が
争
う
こ
と
や
、「
龍
」
の
字
を
持
つ
者
が
悪
事
を
起
こ
す
予
兆
と
な
る
。
説
話
「
118
」
を
引

き
継
ぐ
。

14　
【
巻
七
】　

宮
中
に
現
れ
た
男
（
203
）・
贱
人
入
禁
被
斩

記
事
：	

宮
中
に
入
る
門
の
名
前
に
「
龍
」
が
入
っ
て
い
る
。

出
典
：	

『
晉
書
』
卷
二
九
「
五
行
志
」
下
、『
宋
書
』
卷
三
四
「
五
行
志
」
五

メ
モ
：	

こ
の
門
か
ら
侵
入
し
、
更
に
は
門
衛
が
気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
宮
室
が
空
虚
に
な
る
予
兆
だ
と
さ
れ
る
。

15　
【
巻
七
】　

人
間
が
異
種
の
子
を
生
め
ば
（
208
）・

婢
产
异
物

記
事
：	

晋
の
永
嘉
五
年
（
三
一
一
年
）、
枹
罕
県
（
甘
粛
省
）
の
知
事
で
あ
る
厳
根
の
妾
が
、
龍
を
一
匹
、
女
の
子
を
一
人
、
鵝

鳥
を
一
羽
産
ん
だ
。『
京
房
易
伝
』
に
は
、「
人
間
が
人
間
以
外
の
も
の
や
人
の
見
な
れ
な
い
も
の
を
産
む
の
は
、
す
べ
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て
天
下
大
乱
の
前
兆
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
中
国
全
体
が
内
乱
状
態
で
、
皇
帝
は
異
民
族
の
反
乱
で

つ
か
ま
り
、
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

出
典
：	

『
晉
書
』
卷
二
九
「
五
行
志
」
下
、『
宋
書
』
卷
三
四
「
五
行
志
」
五
、『
獨
異
志
』
上

メ
モ
：	
妾
か
ら
龍
が
生
ま
れ
る
。
説
話
「
109
」
で
は
、
侍
女
が
龍
を
生
む
。
こ
こ
で
は
、
龍
の
他
に
女
の
子
と
鵝
鳥
も
生
ん
で

内
容
が
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
下
に
大
乱
が
起
こ
る
前
兆
だ
と
す
る
。

	

説
話
「
347
」
で
は
、
竇
武
の
母
が
、
彼
と
一
緒
に
蛇
も
生
ん
だ
。
そ
こ
で
は
吉
兆
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
竇
武
は

出
世
は
し
た
が
、
最
後
に
は
宦
官
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
。

16　
【
巻
八
】　

舜
帝
（
227
）・

舜
耕
历
山

記
事
：	

聖
天
子
舜
の
顔
が
龍
に
似
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
高
貴
な
人
を
尊
称
し
て
「
龍
」
を
冠
せ
た
。

出
典
：	

『
初
學
記
』
九
に
引
く
『
捜
神
記
』、「
舜
龍
顔
大
口
」
以
下
の
事
は
『
初
學
記
』
九
お
よ
び
『
藝
文
類
聚
』
一
一
に
引
く

『
孝
經
援
神
契
』

メ
モ
：	

川
の
ほ
と
り
、
玉
の
暦
、
龍
の
顔
、
天
命
が
下
る
と
い
う
流
れ
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

17　
【
巻
八
】　

太
公
望
（
229
）・

吕
望
钓
于
渭
阳

人
物
：	

・
�

呂
望
、
太
公
望
呂
尚
。
字
は
子
牙
。
周
の
賢
人
で
周
の
文
王
に
見
出
さ
れ
、
文
王
を
助
け
て
殷
を
滅
ぼ
し
た
。
そ
の

功
に
よ
り
、
斉
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
太
公
望
と
も
い
う
。

	
・
�

周
の
文
王
。
武
王
の
父
で
昌
と
い
う
。
西
方
諸
国
を
従
え
、
西
伯
と
も
よ
ば
れ
て
い
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
徳
が
あ
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り
、
善
を
積
み
賢
者
を
優
遇
し
た
の
で
、
多
く
の
諸
侯
が
従
い
、
天
下
の
三
分
の
二
を
治
め
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
人

柄
や
政
治
手
法
は
、
後
に
儒
家
の
手
本
と
な
っ
た
。

時
代
：	

殷

記
事
：	
呂
望
は
渭
水
で
釣
り
を
し
て
い
た
。
周
の
文
王
が
狩
り
に
で
た
日
の
こ
と
、
占
い
で
、「
今
日
の
狩
猟
で
は
、
龍
で
も
み

ず
ち
で
も
熊
で
も
ヒ
グ
マ
で
も
な
い
必
ず
帝
王
の
先
生
と
な
る
べ
き
人
物
を
得
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
。
は
た
し
て
、

占
い
の
通
り
に
太
公
望
を
渭
水
の
北
岸
で
見
つ
け
た
。
こ
と
ば
を
交
わ
し
、
心
か
ら
喜
ん
で
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
帰
還

し
た
と
い
う
。

	

太
公
望
と
い
う
名
は
、
渭
水
の
岸
で
魚
釣
り
を
し
て
い
た
時
に
、
文
王
が
見
出
し
、「
我
が
大
公
（
父
）
が
、
待
ち
望
ん

で
い
た
人
物
だ
」
と
喜
び
、
太
公
望
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
。

出
典
：	

『
史
記
』
卷
三
二
「
齊
太
公
世
家
」、『
六
韜
』
一
、『
宋
書
』
卷
二
七
「
符
瑞
志
」
上

メ
モ
：	

文
王
が
龍
に
も
勝
る
太
公
望
を
得
て
悦
ん
だ
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
た
だ
し
、
占
い
の
中
の
こ
と
ば
な
の
で
誇
張
の
表

現
も
あ
り
う
る
。

	

偉
人
や
異
能
者
と
の
出
会
い
の
場
所
は
、
川
や
山
中
な
ど
異
界
が
相
応
し
い
。

18　
【
巻
十
四
】　

鵠
蒼
（
343
）・

鹄
苍
衔
卵
生
儿

記
事
：	

昔
、
徐
国
（
安
徽
省
泗
水
県
の
北
）
官
女
が
、
懐
妊
し
て
卵
を
産
ん
だ
が
、
不
吉
と
し
て
、
こ
れ
を
川
原
に
棄
て
た
。

「
鵠
蒼
」
と
い
う
名
の
犬
が
お
り
、
卵
を
銜
え
て
戻
っ
て
き
た
。
や
が
て
卵
か
ら
子
供
が
生
ま
れ
、
徐
の
国
の
後
継
ぎ
に

な
っ
た
。
後
に
鵠
蒼
は
死
の
間
際
に
、
角
が
生
え
九
つ
の
尾
が
あ
ら
わ
れ
た
。
実
は
黄
龍
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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そ
し
て
、
徐
の
領
内
に
葬
ら
れ
、
今
で
も
犬
塚
が
そ
こ
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

出
典
：	

『
博
物
志
』
八
に
引
く
『
徐
偃
王
志
』、『
水
經
注
』
八
に
引
く
劉
成
國
『
徐
州
地
理
志
』、『
獨
異
志
』
下

メ
モ
：	

犬
に
化
け
た
黄
龍
が
国
生
み
伝
説
に
携
わ
る
。

19　
【
巻
十
四
】　

城
を
築
い
た
蛇
（
348
）・

金
龙
池

記
事
：	

「
ヘ
ビ
」
の
欄
を
参
照
。

メ
モ
：	

龍
は
直
接
的
に
は
登
場
し
な
い
が
、
こ
こ
で
も
水
と
関
わ
る
所
に
名
が
出
て
く
る
。

20　
【
巻
二
十
】　

龍
の
恩
返
し　

そ
の
一
（
449
）・

病
龙
之
雨

記
事
：	

晋
の
時
、
魏
郡
に
日
照
り
が
続
い
た
。
農
夫
が
龍
の
住
ま
い
の
洞
窟
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
雨
が
降
っ
て
き
た
。
感
謝
の

祭
り
を
し
よ
う
と
し
た
際
、
孫
登
（
晋
の
著
名
な
隠
者
）
が
そ
れ
を
見
か
け
て
、「
こ
れ
は
病
気
の
龍
が
降
ら
せ
た
雨

だ
。
ど
う
し
て
穀
物
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
信
用
し
な
い
な
ら
、
雨
の
匂
い
を
嗅
い
で
み
ろ
」
と

言
っ
た
。
は
た
し
て
、
そ
の
水
は
生
臭
か
っ
た
。
そ
の
時
、
龍
は
背
中
に
大
き
な
で
き
も
の
が
で
き
て
い
た
。
登
の
こ

と
ば
を
聞
い
て
、
一
人
の
老
人
に
姿
を
変
え
、
治
療
を
求
め
て
「
病
気
が
治
っ
た
ら
、
必
ず
礼
は
し
よ
う
」
と
言
っ
た
。

数
日
後
、
大
雨
が
降
っ
て
き
た
。
大
き
な
石
が
割
れ
、
井
戸
も
現
れ
た
。
そ
の
中
に
は
水
が
た
っ
ぷ
り
と
あ
っ
た
。
こ

れ
は
恐
ら
く
龍
が
、
お
礼
の
し
る
し
に
と
し
て
こ
の
井
戸
を
掘
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
典
：	

『
淵
鑑
類
函
』
龍
門
に
引
く
『
山
川
紀
異
』

メ
モ
：	

龍
の
報
恩
譚
で
あ
る
。
こ
の
説
話
で
は
、
明
確
に
人
と
龍
が
交
流
し
て
い
る
。
両
者
に
介
在
す
る
も
の
は
「
水
」
で
あ
る
。
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21　
【
巻
二
十
】　

竜
の
恩
返
し　

そ
の
二
（
455
）・

古
巢
老
姥
卜
食
巨
鱼

記
事
：	

古
巣
県
（
安
徽
省
）
で
、
あ
る
日
、
長
江
の
水
が
あ
ふ
れ
て
、
ま
た
元
の
流
れ
に
も
ど
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
で

き
た
水
た
ま
り
に
、
重
さ
は
一
万
斤
も
あ
る
巨
大
な
魚
が
い
て
、
三
日
た
っ
て
死
ん
だ
。
郡
民
は
こ
ぞ
っ
て
こ
の
魚
を

食
べ
た
が
、
一
人
の
老
婆
だ
け
は
食
べ
な
か
っ
た
。
不
意
に
老
人
が
現
れ
て
、「
そ
の
魚
は
私
の
子
だ
っ
た
。
不
幸
な
こ

と
に
こ
ん
な
災
難
に
遭
っ
た
。
お
前
だ
け
は
食
べ
な
か
っ
た
か
ら
礼
を
し
よ
う
。
も
し
も
町
の
東
門
に
あ
る
石
の
亀
の

目
が
赤
く
変
わ
っ
た
ら
、
こ
の
町
は
き
っ
と
水
没
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
老
婆
は
毎
日
出
か
け
て
様
子
を
見
た
。

子
供
が
不
思
議
が
る
の
で
、
老
婆
は
事
情
を
正
直
に
告
げ
た
。
子
供
は
老
婆
を
だ
ま
し
て
や
ろ
う
と
思
い
、
亀
の
目
に

朱
を
塗
り
つ
け
た
。
老
婆
は
こ
れ
を
見
る
と
急
い
で
町
を
出
て
い
っ
た
。
青
い
服
を
着
た
童
子
が
現
れ
て
「
私
は
龍
の

子
だ
」
と
言
う
と
、
老
婆
の
手
を
引
い
て
山
に
登
っ
た
と
こ
ろ
で
、
町
は
陥
没
し
て
湖
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

出
典
：	

『
青
瑣
高
議
』
後
集
一
「
大
姆
記
」

メ
モ
：	

龍
の
報
恩
譚
で
あ
り
、
説
話
「
449
」
に
続
く
。
青
色
の
服
を
着
た
龍
の
子
と
東
門
の
関
係
は
、
東
方
の
守
り
神
が
青
龍

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

	

説
話
「
463
」
に
類
似
し
て
お
り
、
蛇
を
助
け
た
の
は
老
婆
、
か
た
き
討
ち
の
方
法
と
し
て
町
を
水
没
さ
せ
て
湖
に
し
て

し
ま
う
。
た
だ
し
老
婆
の
家
だ
け
は
平
穏
無
事
で
恩
返
し
を
す
る
。

22　
【
巻
二
十
】　

忠
犬　

そ
の
一
（
457
）・

义
犬
黑
龙

記
事
：	

「
イ
ヌ
」
の
欄
を
参
照
。

メ
モ
：	

愛
犬
に
龍
の
字
が
入
っ
た
黒
龍
と
い
う
名
を
つ
け
る
。
龍
の
前
に
つ
い
て
い
る
色
の
違
い
で
災
難
の
度
合
い
が
違
う
の
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で
あ
ろ
う
か
。

四
　「
リ
ュ
ウ
」
と
「
ヘ
ビ
」
の
表
象

四
―
一
　「
ヘ
ビ
」
の
表
象

　

○
蛇
が
災
害
を
も
た
ら
し
た
り
、
悪
さ
を
す
る
。

・

人
に
取
り
つ
き
病
気
を
引
き
起
こ
す
、
樹
の
精
と
な
っ
て
周
囲
に
害
を
及
ぼ
す
化
物
の
正
体
は
、
何
れ
も
大
蛇
で
あ
っ
た
。
蛇

の
化
物
が
害
を
与
え
る
存
在
で
、
最
終
的
に
は
、
術
使
い
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る
。　
（
に
せ
の
化
物
を
退
治
し
た
話　
「
32
」

話
）

・

大
蛇
が
、
若
い
娘
を
食
べ
る
な
ど
、
多
く
の
災
い
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
寄
と
い
う
娘
が
、
犬
と
剣
を
使
い
大
蛇
を
退
治
す
る
。

こ
の
説
話
は
、
日
本
の
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
伝
承
に
影
響
を
与
え
る
。（
大
蛇
を
退
治
し
た
娘　
「
440
」
話
）

・

役
所
の
中
に
人
知
れ
ず
大
蛇
が
棲
み
付
き
、
子
供
や
家
畜
を
襲
っ
て
い
た
。
偶
然
そ
の
正
体
が
判
明
し
、
数
百
人
で
長
時
間
か

け
て
退
治
し
た
。　
（
司
徒
府
の
大
蛇　
「
441
」
話
）

・

二
匹
の
蛇
が
老
人
に
化
け
、
山
地
を
め
ぐ
り
争
う
。
役
人
が
正
体
を
見
破
り
こ
れ
を
打
つ
と
、
た
ち
ま
ち
姿
を
現
し
た
。
人
間

へ
の
実
害
は
な
く
、
小
悪
さ
程
度
で
あ
る
。　
（
揚
州
の
二
匹
の
蛇　
「
442
」
話
）

・

大
蛇
が
人
を
襲
っ
て
巻
き
つ
く
。
犬
に
よ
り
退
治
さ
れ
る
。　
（
忠
犬　

そ
の
二　
「
458
」
話
）

　

○
体
内
に
入
り
込
ん
で
、
人
体
に
害
を
な
す
。

・

蛇
が
娘
の
足
に
入
り
込
み
、
で
き
も
の
を
形
成
す
る
。
名
医
華
佗
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
る
。　
（
足
に
は
い
り
こ
ん
で
い
た
蛇　
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「
69
」
話
）

・

蛇
が
喉
に
つ
ま
る
。
名
医
華
佗
は
ニ
ン
ニ
ク
を
漬
け
た
酢
を
飲
ま
せ
、
体
内
の
蛇
を
吐
き
出
さ
せ
て
治
癒
を
す
る
。　
（
の
ど
に

つ
ま
っ
て
い
た
蛇　
「
70
」
話
）

・
蛇
が
鼻
か
ら
頭
の
中
へ
と
入
り
込
む
。
た
だ
、
頭
が
重
く
な
る
だ
け
で
、
大
き
な
病
に
は
罹
ら
な
い
。　
（
脳
の
中
の
蛇　
「
412
」

話
）

　

○
蛇
同
士
の
闘
い
や
蛇
の
異
変
は
、
禍
の
予
兆
（
国
家・

戦
争・

反
乱・

人
）
で
あ
る
。

・

城
門
の
内
外
の
蛇
同
士
が
闘
い
、
城
内
の
蛇
が
死
ぬ
。
禍
の
予
兆
と
す
る
。　
（
蛇
が
喧
嘩
を
す
れ
ば　
「
111
」
話
）

・

城
壁
の
内
外
の
蛇
同
士
が
闘
い
、
街
の
中
の
蛇
が
死
ぬ
。
こ
れ
を
後
継
者
争
い
発
生
の
予
兆
と
す
る
。
説
話
「
111
」
と
似
通
っ

て
い
て
、
城
の
内
外
の
蛇
が
闘
い
、
内
側
の
蛇
が
負
け
て
死
ぬ
内
容
で
あ
る
。
外
側
か
ら
の
侵
略
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。　
（
城

外
の
蛇
と
城
内
の
蛇　
「
125
」
話
）

・

大
蛇
が
宮
中
の
徳
陽
殿
の
上
に
現
れ
た
こ
と
は
、
大
規
模
な
兵
難
の
予
兆
で
あ
る
。　
（
宮
中
に
蛇
が
現
わ
れ
れ
ば　
「
149
」
話
）

・

草
に
異
変
が
起
き
て
、
蛇
を
含
め
た
鳥
獣
の
形
に
変
わ
る
。
こ
の
異
変
は
乱
の
前
触
れ
と
す
る
。　
（
草
の
怪
異　
「
161
」
話
）

・

城
壁
の
外
か
ら
大
蛇
が
二
匹
の
小
さ
な
蛇
を
背
負
っ
て
入
っ
て
く
る
。
禍
の
前
触
れ
で
、
外
か
ら
の
侵
入
や
侵
略
を
表
す
。
説

話
「
111
」「
125
」
と
軌
を
一
に
す
る
。　
（
子
を
背
負
う
大
蛇　
「
197
」
話
）

・

大
蛇
は
古
い
祠
の
木
の
う
ろ
の
中
に
棲
み
つ
い
て
い
た
。
大
蛇
が
人
里
に
現
れ
る
こ
と
は
戦
乱
の
予
兆
で
あ
る
。
説
話
「
149
」

「
161
」
の
話
と
軌
を
一
に
す
る
。　
（
木
の
う
ろ
の
蛇　
「
226
」
話
）

・

蛇
の
形
に
似
た
水
場
の
精
で
あ
る
蚳
が
登
場
す
る
。
王
莽
が
殺
さ
れ
る
予
兆
と
な
る
。　
（
慶
忌
「
304
」
話
）
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○
蛇
の
報
復
譚
。

・

大
蛇
は
人
に
殺
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
は
酒
に
酔
っ
て
寝
て
い
た
た
め
、
誰
が
自
分
を
殺
し
た
の
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
三
年

後
に
陳
甲
が
犯
人
だ
と
判
明
し
、
夢
で
憑
り
つ
い
て
殺
す
。　
（
蛇
の
た
た
り　
「
462
」
話
）

　

○
蛇
が
人
に
幸
福
を
も
た
ら
す
。

・

馮
緄
の
官
印
の
箱
の
中
に
、
二
匹
の
赤
い
蛇
が
入
り
込
ん
で
い
た
。
そ
の
後
蛇
は
、
南
北
に
分
か
れ
て
逃
げ
去
っ
た
。
逃
げ
た

方
向
は
馮
緄
の
進
軍
す
る
方
向
、
赤
は
戦
勝
や
出
世
を
表
し
、
吉
兆
の
証
と
な
っ
た
。　
（
二
匹
の
赤
い
蛇　
「
238
」
話
）

・

蛇
と
同
時
に
出
生
し
た
人
物
が
そ
の
後
出
世
を
す
る
。　
（
蛇
の
孝
心　
「
238
」
話
）

　

○
霊
蛇
は
、
天
意
に
繋
が
る
も
の
、
祀
ら
れ
る
存
在
と
し
て
受
け
と
め
る
。

・

蛇
は
十
二
支
の
一
角
を
占
め
、
烏
は
太
陽
に
棲
む
精
で
、
純
黒
や
白
色
の
輝
き
の
象
徴
で
あ
り
、
何
れ
も
高
位
の
も
の
を
示
し

て
い
る
。　
（
家
つ
き
の
妖
怪　
「
53
」
話
）

・

先
代
が
霊
蛇
の
精
が
宿
る
大
木
を
切
り
倒
し
た
。
そ
の
た
た
り
で
、
娘
が
病
に
罹
る
。
た
た
り
は
天
に
昇
る
と
消
滅
す
る
。
天

空
へ
飛
び
運
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
鳥
や
龍
が
使
わ
れ
る
。　
（
妖
蛇
の
た
た
り　
「
63
」
話
）

　

○
先
祖
の
使
い
や
守
り
神
と
し
て
蛇
が
介
在
す
る
。

・

先
祖
を
祀
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
蛇
が
宮
殿
に
現
れ
る
と
い
う
怪
異
が
起
こ
る
。　
（
柱
に
ま
き
つ
い
た
蛇　
「
113
」
話
）

・

大
蛇
が
家
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
た
。
事
情
を
知
ら
な
い
人
間
（
妻
）
が
、
煮
え
湯
を
か
け
て
こ
れ
を
殺
し
た
た
め
、
一
家
の

気
運
は
一
気
に
下
が
っ
て
死
に
絶
え
て
し
ま
う
。　
（
缸
の
な
か
の
蛇　
「
318
」
話
）

　

○
薬
効
の
あ
る
蛇
。

・

病
に
よ
っ
て
失
明
し
た
が
、
錦
蛇
の
肝
で
回
復
す
る
。　
（
に
し
き
蛇
の
肝　
「
282
」
話
）
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○
蛇
の
報
恩
譚
。

・

傷
付
け
ら
れ
た
蛇
を
治
療
し
て
や
る
と
、
一
年
余
り
後
、
夜
に
な
る
と
月
光
の
よ
う
に
明
る
く
光
る
珠
を
銜
え
て
戻
っ
て
き
た
。　

（
隋
侯
珠　
「
453
」
話
）

　

○
蛇
の
報
復
と
報
恩
譚
。

・

老
婆
は
角
の
生
え
た
蛇
の
世
話
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
蛇
が
知
事
に
悪
さ
を
し
た
た
め
、
そ
の
腹
い
せ
で
老
婆
は
殺
さ
れ
て
し

ま
う
。
蛇
は
人
間
に
乗
り
移
っ
て
知
事
を
呪
い
、
老
婆
の
仇
討
を
完
遂
す
る
。　
（
蛇
の
仇
討　
「
463
」
話
）

　

○
幻
術
の
名
人
も
酒
の
飲
み
過
ぎ
で
命
を
落
と
す
。

・

蛇
や
虎
を
自
在
に
操
れ
た
幻
術
の
名
手
が
、
酒
の
飲
み
過
ぎ
で
施
術
に
失
敗
し
て
命
を
失
う
。
酒
に
よ
る
化
物
側
の
失
敗
例
と

し
て
は
、
話
話
「
433
」
が
あ
る
。　
（
失
せ
た
神
通
力　
「
39
」
話
）

　

○
そ
の
他

・

万
物
の
変
化
生
成
の
摂
理
の
一
例
と
し
て
、
蛇
が
出
て
く
る
。
千
年
の
歳
を
経
た
蛇
は
断
ち
切
っ
て
も
繋
が
る
と
す
る
。　
（
変

化
の
摂
理　
「
300
」
話
）

・

犬
中
心
の
説
話
の
中
に
、
犬
蠱
の
形
状
が
変
化
し
て
、
蛇
の
形
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
人
に
害
を
与
え
る
犬
蠱
の
話
で
あ
る
。　

（
犬
蠱　
「
317
」
話
）

・

お
ば
あ
さ
ん
が
拾
っ
た
卵
か
ら
子
供
が
生
ま
れ
、
四
歳
の
頃
に
蛇
に
変
身
し
築
城
に
貢
献
す
る
。
怪
し
ん
だ
劉
淵
が
蛇
の
尾
を

斬
る
と
、
水
が
湧
き
出
し
池
と
な
る
。　
（
城
を
築
い
た
蛇　
「
348
」
話
）
・

男
が
羽
衣
を
着
た
者
と
交
わ
る
こ
と
で
蛇
が
誕
生
す
る
。
農
民
だ
っ
た
男
は
宦
官
と
な
る
。　
（
羽
衣
の
人　
「
349
」
話
）

・

六
畜
な
ど
と
例
示
で
蛇
が
出
て
く
る
。　
（
孔
子
と
大
鯰　
「
445
」
話
）
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四
―
二
　「
リ
ュ
ウ
」
の
表
象

　

○
龍
に
異
変
が
起
こ
る
こ
と
は
、
禍
の
予
兆
（
国
家・

戦
争・

反
乱・

人
）
で
あ
る
。

・
龍
の
喧
嘩
は
、
民
衆
の
心
が
安
ら
か
で
な
い
こ
と
の
徴
と
し
て
起
こ
る
と
す
る
。
類
似
し
た
話
に
、
説
話
「
111
」
が
あ
る
。　

（
竜
が
喧
嘩
を
す
れ
ば　
「
112
」
話
）

・

井
戸
の
中
に
黒
龍
が
現
れ
る
。
異
変
が
起
き
る
予
兆
と
す
る
。　
（
井
の
な
か
の
竜　

そ
の
一　
「
118
」
話
）

・

馬
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
説
話
「
161
」
と
軌
を
一
に
す
る
。　
（
馬
の
紋
様
の
石　
「
179
」
話
）

・

妾
か
ら
龍
が
生
ま
れ
る
。
説
話
「
118
」
を
引
き
継
ぐ
。
説
話
「
109
」
で
は
、
侍
女
が
龍
を
生
む
。
こ
れ
は
天
下
に
大
乱
が
起
こ

る
前
兆
だ
と
す
る
。
説
話
「
347
」
で
は
、
竇
武
の
母
が
、
彼
と
一
緒
に
蛇
も
生
ん
だ
。
吉
兆
だ
と
す
る
。　
（
井
の
な
か
の
竜　

そ
の
二　
「
183
」
話
）

・

妾
が
、
龍
を
一
匹
、
女
の
子
を
一
人
、
鵝
鳥
を
一
羽
産
ん
だ
。
反
乱
が
起
き
る
予
兆
と
す
る
。　
（
人
間
が
異
種
の
子
を
生
め
ば　

「
208
」
話
）

　

○
名
称
（
人
名・

年
号・

門・

池・

犬
な
ど
）
の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
る
。

・

濯
龍
と
い
う
名
の
庭
園
で
の
出
来
事
。　
（
木
が
血
を
流
せ
ば　
「
169
」
話
）

・

青
龍
と
い
う
の
は
年
号
が
く
る
。　
（
鵲
巣
鳩
居　
「
170
」
話
）

・

宮
中
に
入
る
門
の
名
前
に
使
わ
れ
る
。　
（
宮
中
に
現
れ
た
男
「
203
」
話
）

　

○
美
称
や
尊
称
の
接
頭
語
と
し
て
使
わ
れ
る
。

・

秦
の
始
皇
帝
の
こ
と
を
祖
龍
と
呼
ん
で
い
る
。　
（
華
山
神
の
使
者　
「
77
」
話
）
・

舜
帝
の
顔
が
龍
に
似
て
い
る
と
す
る
。　
（
舜
帝　
「
227
」
話
）
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・

太
公
望
に
対
す
る
称
賛
と
し
て
龍
を
引
き
合
い
に
出
す
。　
（
太
公
望　
「
229
」
話
）

　

○
龍
の
報
恩
譚
。

・
龍
の
報
恩
譚
で
あ
る
。　
（
龍
の
恩
返
し　

そ
の
一　
「
449
」
話
）

・
説
話
「
449
」
に
続
く
報
恩
譚
で
あ
る
。　
（
竜
の
恩
返
し　

そ
の
二　
「
455
」
話
）

　

○
人
間
の
祖
先
譚
。

・

犬
に
化
け
た
黄
龍
が
国
生
み
伝
説
に
携
わ
る
。　
（
鵠
蒼　
「
343
」
話
）

　

○
龍
も
人
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・

侍
女
が
二
匹
の
龍
を
生
む
。
そ
の
後
の
展
開
の
記
載
は
な
い
。　
（
竜
の
誕
生　
「
109
」
話
）

　

○
そ
の
他

・

二
百
年
以
上
も
浮
遊
し
て
い
る
仙
人
、、
水
中
の
龍
の
子
、
赤
い
鯉
と
異
能
者
が
出
て
く
る
が
、
結
末
は
な
い
。　
（
琴
高　
「
11
」

話
）

・

鍛
冶
屋
の
迎
え
に
赤
龍
が
出
て
く
る
。　
（
陶
安
公　
「
12
」
話
）

五
　
結
　
語

『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』（
東
京
堂
出
版
）

　

龍
あ
る
い
は
龍
神
は
世
界
中
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
常
に
蛇
、
蛇
神
と
混
同
さ
れ
て
い
る
。
妖
怪
と
神
の
両
面
性
を
持
ち
、
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そ
の
属
性
の
多
様
さ
は
、
ま
さ
に
カ
オ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
様
相
は
九
つ
の
他
の
動
物
（
頸
は
駝
、
角
は
鹿
、
眼
は
鬼
、

耳
は
牛
、
う
な
じ
は
蛇
、
腹
は
蜃
、
鱗
は
鯉
、
爪
は
鷹
、
掌
は
虎
）
と
類
似
す
る
龍
の
姿
（『
和
漢
三
才
図
会
』）
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
体
系
の
な
か
で
、
こ
の
カ
オ
ス
を
秩
序
立
て
よ
う
と
苦
心
し
た
。
中
国
文

化
に
お
い
て
は
王
権
の
象
徴
、
仏
教
文
化
に
お
い
て
は
守
護
者
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
お
い
て
は
悪
の
象
徴
と
み
た
。
し
か
し
詳

細
に
伝
承
を
追
え
ば
、
そ
の
性
質
は
い
ま
だ
多
様
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
神
話
に
あ
た
っ
て
は
、
天
地
創
造
や
人
類
の
起
源
に

関
わ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
天
地
を
創
造
し
た
盤
古
が
龍
頭
蛇
身
（『
山
海
経
』）
で
、
人
類
の
祖
で
あ
る
伏
羲
と
女
禍
も
腰
か
ら

下
が
龍
（
あ
る
い
は
蛇
）
の
姿
を
し
て
い
る
。
古
代
日
本
に
お
い
て
は
王
権
の
起
源
と
も
関
わ
っ
た
。
豊
玉
姫
や
三
輪
山
の
オ
ホ

モ
ノ
ヌ
シ
は
龍
あ
る
い
は
蛇
体
で
あ
り
、
王
権
の
始
祖
に
つ
な
が
る
。
…
…

『
日
本
説
話
伝
説
大
事
典
』（
勉
誠
出
版
）

　

地
上
、
空
中
、
水
中
に
自
在
に
棲
む
想
像
上
の
巨
大
生
物
で
、
背
に
八
十
一
枚
の
鱗
の
あ
る
蛇
形
の
鬼
神
。
蛇
体
だ
が
、
爪
の

あ
る
手
足
を
持
ち
、
頭
頂
に
角
、
口
の
両
端
に
髭
が
生
え
て
い
る
。「
た
つ
」「
竜
王
」「
竜
神
」
と
も
言
う
。
中
国
で
は
神
霊
視
さ

れ
、
鳳
、
麟
、
亀
と
共
に
四
瑞
（
天
が
表
わ
す
四
つ
の
め
で
た
い
し
る
し
の
こ
と
）
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
竜
車
、
竜
旗
、
竜
顔
な

ど
、
天
子
に
関
す
る
事
物
に
冠
さ
れ
る
語
で
も
あ
る
。
…
…
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『
中
国
大
百
科
全
书
』（
中
国
大
百
科
全
书
出
版
社
）

　

中
国
古
代
传
说
中
的
神
异
动
物
、
四
灵
（
麟
、
凤
、
龟
、
龙
）
之
一
。
被
尊
为
鳞
虫
之
长
、
善
于
变
化
并
能
兴
风
雨
、
利
万
物
。

传
说
中
的
神
人
常
有
乘
龙
之
举
。
《
大
戴
礼
·
五
帝
德
》:

颛
顼
乘
龙
而
至
四
海
。
《
广
雅
》:

有
鳞
月
蛟
龙
、
有
翼
曰
应
龙
、
有
角
曰

虬
龙
、
无
角
曰
螭
龙
。
从
形
象
看
、
龙
是
由
多
种
动
物
组
成
的
复
合
形
象
．
即
通
常
说
龙
有
九
似
：
角
似
鹿
、
头
似
驼
、
眼
似
鬼
、

项
似
蛇
、
腹
似
蜃
、
鳞
似
鲤
、
爪
似
鹰
、
掌
似
虎
、
耳
似
牛
。
民
间
说
龙
有
九
像
：
头
像
牛
、
身
像
鹿
、
眼
像
虾
、
嘴
像
驴
、
须

像
人
胡
、
耳
像
狸
猫
、
腹
像
蛇
肚
、
足
像
凤
趾
、
鳞
像
鱼
。
新
石
器
时
代
已
有
龙
的
形
象
：
红
山
文
化
的
玉
猪
龙
是
一
种
猪
首
蛇

体
龙
、
仰
韶
文
化
晚
期
用
蚌
堆
塑
的
龙
、
形
态
已
比
较
成
熟
。
在
商
代
、
装
饰
图
案
中
已
有
明
确
的
龙
相
、
甲
骨
文
里
已
有
龙
字
。

龙
的
形
象
约
定
型
于
汉
代
、
后
世
虽
有
所
变
化
、
但
基
本
特
征
是
巨
口
、
有
角
、
鳞
身
、
四
足
、
有
爪
。
…
…

　

以
上
、
日
中
の
事
典
か
ら
「
リ
ュ
ウ
」
に
関
す
る
関
係
項
目
の
部
分
を
一
部
抜
き
出
し
て
み
た
。「
リ
ュ
ウ
」
の
形
態
や
機
能・

役
割

な
ど
を
と
り
あ
げ
て
、
中
国
「
リ
ュ
ウ
」
の
起
源
に
つ
い
て
、
端
的
に
明
解
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
「
リ
ュ
ウ
」
起
源
と
そ
の
地
域
性
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

中
国
国
土
は
一
般
に
北
方
と
南
方
に
二
大
別
で
き
る
。
黄
帝
は
、
神
話・

伝
説
上
の
皇
帝
で
、
姫
水
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
た
こ
と
に

因
ん
で
姫
姓
、
名
は
軒
轅
と
い
う
。
三
皇
の
治
世
を
継
い
で
中
国
を
統
治
し
た
「
五
帝
」
の
最
初
の
帝
で
あ
り
、
中
国
人
の
先
祖
神
と

な
る
。
五
行
説
で
は
、
土・

中
央
を
支
配
す
る
神
と
さ
れ
た
。
姿
は
「
龍
身
人
頭
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
黄
帝
に
つ
い
て
、『
中
国
神

話・

伝
説
大
事
典
』
で
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
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黄
帝
の
最
初
の
神
職
は
お
そ
ら
く
雷
神
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
附
宝
（
黄
帝
の
母
親
）
は
大
き
な
稲
光
が
北
斗
の
権
星
を
め
ぐ

り
、
城
外
の
野
原
を
照
ら
す
の
を
目
に
し
て
、
感
応
し
て
青
邱
で
黄
帝
軒
轅
を
生
ん
だ
」（『
河
図
稽
命
徴
』）、「
黄
帝
は
雷
の
精
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
」（『
河
図
帝
紀
通
』）
と
、
黄
帝
が
稲
光
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
軒
轅
は
雷
雨
を
つ
か
さ

ど
る
神
で
あ
る
」（『
春
秋
合
星
図
』）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
神
職
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
軒
轅
の
十
七
星
は
北
斗
七
星
の
北
に
あ
り
、

龍
の
体
の
よ
う
で
、
雷
雨
を
つ
か
さ
ど
る
神
で
あ
る
」（『
大
象
列
星
図
』）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
星
象
で
あ
る
。
列
挙
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
み
な
雷
と
関
係
が
あ
る
。

　

北
方
で
起
き
た
龍
神
（
信
仰・
文
化
）
と
中
国
の
始
祖
と
さ
れ
る
黄
帝
と
の
結
び
つ
き
が
見
て
取
れ
る
。

　

一
方
、
南
方
を
象
徴
す
る
始
祖
と
し
て
は
、
太
陽
神
と
も
い
う
べ
き
炎
帝
の
存
在
が
あ
る
。
炎
帝
は
神
農
で
、
神
話・

伝
承
上
の
皇

帝
で
あ
り
、
姜
水
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
姜
を
姓
と
す
る
。
火
徳
の
王
で
あ
っ
た
の
で
炎
帝
と
称
し
、
赤
帝
と
も

い
う
。
そ
の
姿
は
「
人
身
牛
首
」
と
伝
え
ら
れ
、
農
耕・

医
薬・

火
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
易
の
八
卦
を
重
ね
て
六
十

四
卦
を
作
っ
た
の
も
神
農
氏
だ
と
し
て
い
る
（『
史
記
』
三
皇
本
紀
）。
こ
の
一
帯
は
穀
倉
地
帯
で
河
川
も
多
い
。
農
耕
に
は
水
は
不
可

欠
で
あ
る
か
ら
蛇
に
纏
わ
る
説
話
は
多
い
。
つ
ま
り
、
水
と
蛇
は
渾
然
一
体
と
し
た
関
係
に
あ
る
。

　

陸
遊
の
祖
父
で
あ
る
陸
佃
（
一
〇
四
二
～
一
一
〇
二
年
）
が
著
し
た
『
埤
雅
』
は
、『
爾
雅
』
の
天
文・

草
木・

鳥
獣・

虫・

魚
類
の

項
目
を
増
補
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
類
書
で
、
二
十
巻
か
ら
な
る
。
そ
の
編
成
は
、「
釋
魚
」（
二
巻
）・

「
釋
獣
」（
三
巻
）・

『
釋
鳥
』

（
四
巻
）・

「
釋
虫
」（
二
巻
）・

「
釋
馬
」（
一
巻
）・

「
釋
木
」（
二
巻
）・

「
釋
草
」（
四
巻
）・

「
釋
天
」（
二
巻
）
構
成
さ
れ
て
い
る
。

『
埤
雅
』
で
は
、「
龍
」
は
「
魚
」
の
項
目
、「
蛇
」
は
「
虫
」
の
項
目
に
属
し
て
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
「
龍
」
は
「
鯉
」
に
近
い
も

の
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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龍
八
十
一
鱗
具
九
九
之
數
九
陽
也
、
鯉
三
十
六
鱗
具
六
六
之
數
六
陰
也
。

　
　
（『
埤
雅
』
巻
一
「
釋
魚
」）

　

龍
は
、
鱗
が
九
×
九
の
八
十
一
枚
あ
り
、「
九
陽
」
と
す
る
。
一
方
鯉
は
、
鱗
が
六
×
六
の
三
十
六
枚
あ
り
、「
六
陰
」
と
す
る
。
龍

と
鯉
が
繋
が
る
説
話
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
登
竜
（
龍
）
門
の
伝
承
が
あ
る
。

　

是
の
時
、
朝
廷
日
に
亂
れ
、
綱
紀
地
に
頽
ち
、
膺
、
獨
り
風
栽
を
持
し
、
聲
名
を
以
て
自
ら
高
く
す
。
士
、
其
の
容
接
を
被
る

者
有
ら
ば
、
名
づ
け
て
龍
門
に
登
る
と
為
す
。

　
　
（『
後
漢
書
』「
黨
錮
列
伝
」・
「
李
膺
伝
」）

『
三
秦
記
』
の
注
釈

　

河
津
、
一
名
龍
門
、
水
險
し
く
通
ぜ
ず
、
魚
鼈
の
屬
能
く
上
る
も
の
莫
し
、
江
海
の
大
魚
、
龍
門
の
下
に
薄
（
せ
ま
）
り
集
う

も
の
數
千
、
上
る
を
得
ず
、
上
れ
ば
則
ち
龍
と
為
る
。

　
　
（『
三
秦
記
』
の
注
釈
）

　

こ
れ
ら
の
資
料
だ
け
に
限
定
す
れ
ば
、
龍
と
蛇
は
、
全
く
別
個
の
も
の
か
ら
の
成
り
立
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

龍
（
神
）
信
仰
は
、
北
方
で
起
こ
り
、
黄
帝
の
出
生
譚
や
伝
説
と
結
び
つ
い
て
神
格
化
が
強
め
ら
れ
て
い
く
。
蛇
の
説
話
は
、
神
農

氏
を
始
祖
と
す
る
河
川
の
多
い
農
耕
地
帯
で
あ
る
南
方
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
『
捜
神
記
』
の
説
話
の
中
で
も
多

く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
龍
蛇
」
の
形
状
を
比
較
す
る
と
、「
龍
」
は
、
鱗
を
持
っ
て
い
て
水
中
を
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
翼
が
あ
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る
こ
と
で
空
を
自
由
に
飛
翔
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
龍
は
、
宇
宙
の
空
間
を
自
由
自
在
に
行
き
来
で
き
る
霊
力
を
具
え
た
キ
メ
ラ
で
あ

る
。
ま
た
、
龍
の
姿
に
は
そ
の
時
代
の
人
々
の
叡
智
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
蛇
は
、『
埤
雅
』
で
は
虫
類
に
属
す
る
。
地
上
を
這
い

ま
わ
り
、
人
間
と
も
接
す
る
機
会
も
多
く
、
極
め
て
日
常
的
な
動
物
で
あ
る
。
農
耕
に
必
要
不
可
欠
な
水
と
関
係
す
る
こ
と
か
ら
信
仰

の
対
象
と
な
り
う
る
が
、
強
い
毒
性
持
つ
も
の
も
い
る
の
で
、
忌
み
嫌
わ
れ
る
対
象
と
も
な
り
う
る
。『
捜
神
記
』
に
は
こ
う
い
っ
た
例

（
説
話
「
32
」「
69
」「
70
」「
412
」「
440
」「
441
」「
458
」
な
ど
）
も
多
い
。

　

ま
た
、
龍
の
属
性
は
、「
九
」
の
陽
で
あ
る
。
南
方
は
、
八
卦
で
あ
り
陰
の
属
性
で
あ
る
。
龍
に
は
鱗
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
鯉
」
や

「（
龍
）
馬
」・

「
河
（
馬
）」
に
も
近
い
部
分
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
共
通
す
る
の
は
水
陸
ど
ち
ら
の
場
所
で
も
自
在
に
活
動
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

捜
神
記
の
中
に
は
、
陽
の
「
龍
」
と
陰
の
「
鯉
」
を
示
す
説
話
が
、
対
照
的
に
載
っ
て
い
る
。

　

晋
の
太
康
五
年
の
正
月
に
、
二
匹
の
龍
が
武
庫
の
井
戸
の
中
に
現
れ
た
。
武
庫
は
、
帝
王
の
威
儀
を
示
す
御
物
を　

大
切
に
保

管
す
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
建
物
は
奥
深
く
静
か
で
、
龍
が
住
む
は
ず
の
な
い
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
七
年
経
っ
て
、
地
方
の

王
が
互
い
に
傷
つ
け
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
十
八
年
後
に
は
、
果
た
し
て
二
人
の
異
民
族
（
石
勒
と
石
虎
の
こ
と
で
、
二
人
と
も

帝
王
を
称
す
）
が
、
天
子
の
神
器
を
盗
ん
だ
が
、
二
人
の
字
は
、
龍
で
あ
っ
た
。

　
　
（
井
の
な
か
の
竜　

そ
の
二　
「
183
」
話
）

　

太
康
年
間
（
二
八
〇
～
二
八
九
年
）、
二
匹
の
鯉
が
武
庫
の
屋
根
の
上
に
現
れ
た
。
鱗
（
鎧
に
見
立
て
る
）
を
持
つ
魚
は
兵
器
に

属
す
る
。
陰
気
の
極
で
あ
る
「（
鯉
）
魚
」
が
、
陽
気
の
強
い
屋
根
の
上
に
出
現
し
た
の
は
、
陰
気
が
戦
争
に
よ
っ
て
陽
気
を
犯
そ
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う
と
す
る
予
兆
で
あ
る
。

　

果
た
し
て
、
恵
帝
の
は
じ
め
、
皇
后
の
父
を
誅
し
た
折
に
、
皇
后
も
庶
人
に
降
格
さ
れ
た
う
え
毒
殺
さ
れ
た
。
さ
ら
に
元
康
末

に
は
、
賈
后
が
政
権
を
握
り
、
太
子
を
誅
し
た
。
そ
の
後
賈
后
も
殺
害
さ
れ
る
。
わ
ず
か
十
年
間
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
鯉
」
が
武
庫
に
現
れ
禍
を
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
（
屋
根
の
上
の
鯉　
「
186
」
話
）

　

龍
は
男
性
を
示
し
、
陽
の
気
で
あ
る
。
二
匹
の
龍
が
帝
王
の
威
儀
を
示
す
御
物
が
納
め
ら
れ
た
武
庫
の
井
戸
の
中
に
現
れ
る
。
そ
れ

は
、
後
に
地
方
の
王
が
争
う
こ
と
や
、「
龍
」
の
字
を
持
つ
者
が
悪
事
を
起
こ
す
予
兆
と
な
る
。
後
者
の
鯉
は
、
陰
気
の
女
性
を
示
し
て

い
る
、
そ
れ
が
陽
極
の
屋
根
の
上
に
出
現
す
る
の
は
、
や
は
り
戦
乱
の
禍
が
起
こ
る
こ
と
を
予
知
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

注
釈

（
１
）	『
捜
神
記
』
の
中
の
ど
う
ぶ
つ
―
「
い
ぬ
」
の
表
象
―　

立
正
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
第
三
十
一
号　

二
〇
一
五
年

（
２
）	

龍
の
起
源
は
「
蛇
」
と
す
る
代
表
的
な
主
張
で
あ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

　
　

�　
（
龍
は
）
一
つ
の
ト
ー
テ
ム
で
、
か
つ
ト
ー
テ
ム
の
中
に
の
み
存
在
し
て
生
物
界
に
は
存
在
し
な
い
一
つ
の
虚
構
の
生
物
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
そ
れ
は
多
く
の
異
な
っ
た
ト
ー
テ
ム
が
な
い
ま
ざ
っ
て
で
き
た
一
つ
の
総
合
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
龍
ト
ー
テ
ム
は
、
…
…
そ
の

基
幹
部
分
と
基
本
形
態
は
蛇
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
初
多
く
の
ト
ー
テ
ム
単
位
が
林
立
し
て
い
た
時
代
、
そ
の
中
で
蛇
ト
ー

テ
ム
が
も
っ
と
も
強
大
で
あ
っ
た
こ
と
、
他
の
多
く
の
ト
ー
テ
ム
の
合
併
と
融
合
が
こ
の
蛇
ト
ー
テ
ム
に
よ
る
多
く
の
弱
小
単
位
の
兼

併
と
同
化
の
結
果
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
金
文
の
龍
の
字
（
郘
鐘
、
王
孫
鐘
）
と
龏
の
字
（
頌
鼎
、
頌
𣪘
、

禾
𣪘
、
秦
公
𣪘
、
陳
候
因
資
錞
〔
敦
〕）
の
偏
旁
は
い
ず
れ
も
巳
に
従
い
、
し
か
も
巳
と
は
蛇
で
あ
る
か
ら
、
龍
の
基
調
は
や
は
り
、
蛇

で
あ
る
と
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
ト
ー
テ
ム
が
ま
だ
合
併
さ
れ
ぬ
と
き
は
、
い
わ
ゆ
る
龍
と
は
単
に
一
種
の
大
蛇
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
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の
種
の
蛇
の
名
を
「
龍
」
と
よ
ん
だ
の
だ
。

（
３
）
前
掲
『
ア
ジ
ア
の
龍
蛇
―
造
形
と
象
徴
―
』「
華
麗
に
成
熟
し
た
龍
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

	
　
　

�　

辰
年
に
当
た
っ
て
、
一
九
八
八
年
一
月
四
日
の
上
海
の
文
匯
報
は
、
龍
の
発
祥
地
は
内
蒙
古
自
治
区
敖
漢
旗
趙
宝
溝
村
の
草
原
で
あ

る
と
い
う
新
説
を
、
報
じ
た
。
六
千
八
百
年
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
陶
器
に
「
ブ
タ
の
口
と
蛇
の
胴
体
」
の
図
案
が
あ
る
の
に
注
目

し
て
、
こ
の
陶
器
の
図
案
が
中
国
で
最
も
古
い
龍
の
造
形
を
伝
え
た
も
の
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。

	

　
　

�　

こ
の
説
は
、
一
九
七
一
年
に
や
は
り
内
蒙
古
の
翁
牛
特
旗
三
星
他
拉
村
で
、
お
よ
そ
五
千
年
前
の
遺
跡
か
ら
、
両
端
に
龍
頭
と
龍
尾

を
形マ

マど
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
て
以
来
、
東
北
が
龍
の
発
祥
地
で
あ
る
と
す
る
一
連
の
論
調
の
、
辰
年
の
新
年
を
飾
る
も
の

で
あ
っ
た
。

	

　
　

�　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
の
思
い
描
く
龍
と
は
は
る
か
に
遠
く
、
そ
れ
に
そ
の
当
時
の
人
々
が
こ
れ
ら
を
龍
と
認
識
し
て
い

た
と
も
思
え
な
い
。
…
…

（
４
）	

一
方
、
龍
の
起
源
を
「
蛇
」
以
外
に
求
め
る
説
と
し
て
の
代
表
的
な
主
張
で
あ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

　
　

�　

龍
は
融
合
動
物
で
あ
る
。
超
越
的
秩
序
の
産
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
現
実
に
存
在
す
る
爬
虫
類
と
し
て
の
蛇
は
現
世
的
秩
序
の
産

物
で
あ
る
。
蛇
そ
の
も
の
を
崇
拝
す
る
思
想
と
、
融
合
動
物
と
し
て
龍
を
創
造
し
崇
拝
す
る
思
想
と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

…
…

	

　
　

�　

森
に
生
息
す
る
猪
や
鹿
や
鳥
類
、
そ
し
て
森
の
中
を
流
れ
る
川
に
生
息
す
る
魚
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
食
料
で
あ
っ
た
。

森
の
中
で
生
活
し
、
縄
文
土
器
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
土
器
を
つ
く
っ
た
人
々
は
、
重
要
な
食
料
と
な
っ
た
猪
や
鹿
や
魚
類
を
原
型
と

し
て
、
そ
れ
ら
を
融
合
し
た
も
の
と
し
て
猪
龍
や
鹿
龍
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
猪
龍
や
鹿
龍
は
、
現
在
の
我
々
が
描
く
龍

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ー
テ
ム
を
融
合
し
て
、
架
空
の
超
越
的
秩
序
と
し
て
の
龍
を
創
出
す
る
思

想
の
原
点
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
龍
を
生
み
出
す
超
越
的
秩
序
を
重
視
す
る
思
想
は
、
約
八
〇
〇
〇
年
前
の
内

モ
ン
ゴ
ル
で
誕
生
し
た
。
…
…

	

　
　

�　

龍
は
ま
ず
中
国
東
北
部
の
畑
作
農
耕
地
帯
の
森
の
中
で
、
森
の
猪
や
鹿
そ
し
て
森
の
中
を
流
れ
る
川
に
生
息
す
る
魚
を
モ
デ
ル
に
し

て
誕
生
し
た
猪
龍
や
鹿
龍
が
原
型
で
あ
り
、
七
〇
〇
〇
年
前
に
は
、
そ
う
し
た
猪
龍
や
鹿
龍
と
は
こ
と
な
っ
た
現
在
の
龍
に
近
い
も
の
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が
遼
寧
省
査
海
遺
跡
で
出
現
し
、
玉
器
と
と
も
に
人
々
の
間
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
六
〇
〇
〇
年
前
の
紅
山
文
化
の
時
代
に
は

こ
の
龍
と
玉
そ
れ
に
女
神
の
信
仰
が
、
一
つ
の
宗
教
体
系
を
形
成
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
５
）	
吉
田
賢
抗　

新
釈
漢
文
大
系　

第
87
巻　

明
治
書
院　

一
九
八
四
年

（
６
）	
吉
田
賢
抗　

新
釈
漢
文
大
系　

第
１
巻　

明
治
書
院　

一
九
七
六
年

（
７
）	『
漢
書・
後
漢
書・

三
国
志
列
伝
選
』　

本
田
済　

中
国
古
典
文
学
大
系
第
13
巻　

平
凡
社　

二
〇
〇
六
年

参
考
文
献

『
捜
神
記
』　

竹
田
晃
訳　

平
凡
社　

一
九
七
九
年

『
干
寶　

捜
神
記
』　

森
野
繁
夫・
先
坊
幸
子
編　

白
帝
社　

二
〇
〇
四
年

『
漢
書
』　

小
竹
武
夫
訳　

筑
摩
書
房　

一
九
七
七
年

『
晉
書
』　

汲
古
書
院　

一
九
七
一
年

『
史
記
』　

吉
田
賢
抗　

明
治
書
院　

一
九
八
二
年

『
荘
子
』　

金
谷
治
訳
注　

岩
波
書
店　

一
九
八
三
年

『
中
国
の
説
話
と
古
小
説
』　

竹
田
晃　

放
送
大
学
教
育
振
興
会　

一
九
九
二
年

『
風
俗
通
義
』　

中
村
璋
八・

清
水
浩
子　

明
徳
出
版　

二
〇
〇
二
年

『
中
国
古
小
説
の
展
開
』　

富
永
一
登　

研
文
出
版　

二
〇
一
三
年

『
山
海
経
校
注
』　

袁
珂　

上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
八
〇
年

『
搜
神
记
』　

马
银
琴
·
周
广
荣
译
注　

中
华
书
局　

二
○
○
九
年

『
搜
神
记　

语
言
研
究
』
周
生
亚
著　

中
国
人
民
大
学
出
版
社　

二
○
○
七
年

『
搜
神
记
』　

马
银
琴
·
周
广
荣
译
注　

中
华
书
局　

二
○
○
九
年

『
搜
神
记
』　

张
桐
编
辑　

中
国
画
报
出
版
社　

二
○
一
三
年

『
日
本
説
話
伝
説
大
事
典
』　

志
村
有
弘・

諏
訪
春
雄　

勉
誠
出
版　

二
〇
〇
〇
年
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『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』　

小
松
和
彦　

東
京
堂
出
版　

二
〇
一
三
年

『
中
国
神
話・

伝
説
大
事
典
』　

袁
珂　

大
修
館
書
店　

一
九
九
九
年

『
中
国
大
百
科
全
书
』　

中
国
大
百
科
全
书
出
版
社　

二
〇
〇
九
年

『
龍
の
起
源
』　

荒
川
紘　

紀
伊
国
屋
書
店　

一
九
九
六
年

『
中
国
神
話・
伝
説
大
事
典
』　

袁
珂　

大
修
館
書
店　

一
九
九
九
年

『
中
国
古
代
文
化
史
』　

赤
塚
忠　

研
文
社　

一
九
八
八
年

『
中
国
神
話
』　

聞
一
多
（
著
）
中
島
み
ど
り
（
訳
注
）　

平
凡
社　

一
九
八
九
年

『
ア
ジ
ア
の
龍
蛇
―
造
形
と
象
徴
―
』　

ア
ジ
ア
民
族
造
形
文
化
研
究
所　

金
子
量
重
（
代
表
）　

雄
山
閣
出
版　

一
九
九
二
年

『
神
々
の
起
源
―
中
国
遠
古
神
話
と
歴
史
―
』　

何
新
（
著
）
後
藤
典
夫
（
訳
）　

樹
花
舎　

一
九
九
八
年

『
龍
の
文
明・

太
陽
の
文
明
』　

安
田
善
憲　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

二
〇
〇
一
年

『
龍
の
文
明
史
』　

安
田
善
憲
（
編
）　

八
坂
書
房　

二
〇
〇
六
年

『
図
説・

龍
の
歴
史
大
事
典
』　

笠
間
良
彦　

遊
子
館　

二
〇
〇
六
年

『
龍
と
人
の
文
化
史
百
科
』　

池
上
正
治　

社
原
書
房　

二
〇
一
二
年

（
二
〇
一
五
年
十
二
月
十
日
受
理
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
四
日
採
択
）
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『捜神記』の中のどうぶつ




